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高齢者福祉、
障がい者福祉、
地域医療の充実

活用した事業 活用額
敬老福祉乗車券交付事業 3,412万円
浜田医療センター附属看護学校支援事業 1,000万円
浜田医療センター医療機器更新等支援事業 1,000万円
敬老入浴券交付事業 587万円
そのほか 122万円

計 6,122万円

３
福祉、

障がい者福祉、
の充実

そのほか
市長が必要と
認める事業

活用した事業 活用額
浜田地域沖合底曳網漁業構造改革
推進事業 3億2,251万円
防護柵緊急対策事業 3,999万円
通学路等緊急安全対策事業 3,519万円
若者支援ファンド事業 2,974万円
そのほか 6,780万円

計 4億9,526万円

６
必要と

認める事業
農林水産業等の
地域産業の振興

活用した事業 活用額
浜田地域沖合底曳網漁業構造改革
推進事業 3,542万円
水産業競争力強化漁船導入促進事業 2,326万円
そのほか 186万円

計 6,056万円

５
農林水産業等の

の振興

活用した事業 活用額
学校施設緊急改修事業 4,659万円
坂根正弘奨学金給付事業 2,238万円
県立学校共同寄宿舎運営事業 1,698万円
公園環境整備対策事業 1,560万円
そのほか 3,091万円

計 1億3,247万円

４
青少年の健全育成、
子どもを安心して
生み育てる環境づくり

※　金額は万円未満を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

全国の皆さんからいただいた寄附を、たくさんの事業に活用しました。その使い道について
報告します。なお、表中の活用額は、事業費のうちふるさと寄附充当額です。

寄附金の使い道 応援ありがとうございました

石見神楽等の
伝統芸能の継承

活用した事業 活用額
石見神楽大阪・関西万博公演事業 4,654万円
日本遺産石見神楽保存・継承支援事業 1,976万円
そのほか 2,392万円

計 9,022万円

1
等の

伝統芸能の継承
自然環境、
歴史的・文化的
資源の保全活用

活用した事業 活用額
道路維持管理修繕事業 1,735万円
文化財保護事業 601万円
景観づくり事業 379万円
そのほか 956万円

計 3,672万円

、
文化的

資源の保全活用

２
令和７年度　ふるさと寄附活用事業

寄附件数

50,998 件

寄附の使い道 件数（件） 金額（円）
１ 石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業 11,395 258,674,669
２ 自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び活用に関する事業 6,394 159,528,141
３ 高齢者福祉及び障がい者福祉並びに地域医療の充実に関する事業 4,205 114,036,178
４ 青少年の健全育成及び子どもを安心して生み育てる環境づくりに関する事業 12,866 444,767,425
５ 農林水産業等の地域産業の振興に関する事業 4,683 135,222,013
６ そのほか目的達成のために市長が必要と認める事業 11,455 298,815,074

合計 50,998 1,411,043,500

実績月 寄附事業名 金額（円）
令和７年７月 まち・ひと・しごと創生寄附活用事業 100,000
令和７年７月 デジタル人材の育成（特に若年層のデジタルリテラシー底上げ） 15,000,000
令和７年10月 はまだ暮らし住まい支援事業 200,000
令和７年12月 はまだ暮らし住まい支援事業 100,000

合計 15,400,000

寄附の種類 基金残高（円）

個
人
版

１ 石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業 10億3,535万円
２ 自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び活用に関する事業 6億3,826万円
３ 高齢者福祉及び障がい者福祉並びに地域医療の充実に関する事業 5,790万円
４ 青少年の健全育成及び子どもを安心して生み育てる環境づくりに関する事業 2億1,296万円
　　（第４号別枠）ふるさと納税型クラウドファンディング　浜田市スポーツ応援プロジェクト 2,086万円
５ 農林水産業等の地域産業の振興に関する事業 6,860万円
６ そのほか目的達成のために市長が必要と認める事業 1億4,266万円

企業版ふるさと寄附 2,276万円
合計 21億9,935万円

令和７年度　ふるさと寄附金額内訳

個人版 金額 14億1,104万3,500円　件数 50,998件

企業版 金額 1,540万円　件数 4件

令和７年度末　ふるさと応援基金残高
いただいた寄附を基金に積み立てています。その残高をお知らせします。

ふるさと寄附をするときには、その使い道を指定することができます。
浜田市は以下の事業に対して、寄附をいただきました。

寄附件数

50,998

令和７年度も「ふるさと　
はまだに貢献したい、応援
したい」という全国の皆さ
んから大変多くの寄附が寄
せられました。

寄附総額

14 1,104 3,500億 万 円

田市浜 ふるさと寄附

企業版ふるさと納税に寄附いただいた
企業はこちらからご確認ください

問合せ　ふるさと寄附推進室　☎㉕９０２５

※　このうち、市が事業に活用できる額は、特産品代金など
　を差し引いた約6.5億円

2広報はまだ：令和８年８月号3 広報はまだ：令和８年８月号

石見神楽大阪・関西万博公演
文化財保護（三隅大平桜）

公園環境整備（桧
ひのき

ヶ浦
児童遊園トイレ水洗化）

浜田医療センター附属看護
学校支援（実習打合せ）

沖合底曳網漁船

若者支援ファンド（まちづくり
キッズワークフェスタ）



問合せ　政策企画課企画係　☎㉕９２００

浜田市らしさについて考えるワークショップでは、自然の豊かさや石見神楽などが挙げられました。
まちの魅力を高める取組については、子育てや教育環境の充実に関する意見が多く挙げられました。
また、守っていきたい機能としては、医療に関するものが多く挙げられました。
市民委員会でいただいた意見は、総合振興計画の策定に生かしていきます。

まちの魅力を高める取組（抜粋）
・島根県立大学との交流会の開催　　　
・保育園～高校への他県からの留学
・気軽に地域で話し合える場の整備
・子どもがしっかり考え、選択することが
　できる教育
・魅力的な店舗
　（パン屋、カフェ、雑貨店など）

浜田市が目指す未来について、市民が同じ言葉・同じイメージで話せる状態に到達することを目的に、
シンポジウムを開催します。
シンポジウムでは、学生からの市の魅力化事業の提案や、市長と市民とのパネルディスカッションな

ど様々なプログラムを予定しています。
学生のアイデアや市民の声を聞き、まちづくりについて一緒に考えませんか？

日時　　９月６日㈰　午後２時～
場所　　石央文化ホール　大ホール
定員　　200人程度
料金　　無料（申込不要）

「浜田市の未来をみんなと語る日」を開催します

浜田市の未来を
みんなで考えませんか
市では現在、将来を見据えたまちづくりの最上位計画である「総合振興計画（令和９年度～12年度）」
の策定を進めています。
計画は市民の皆さんの意見を取り入れながら作っていくもので、これまでにも中学生・高校生への

アンケートや、市民委員会などを行ってきました。
今後もアンケート調査やシンポジウムなどを開催し、今年度末に計画を完成させる予定です。

計画策定の流れ

中学生・高校生
へのアンケート、
市民委員会

子ども向け
ワークショップ

アンケート
調査

シンポジウム

パブリック
コメント

計画完成

市民委員会を開催しました

まちづくりについての意見やアイデア収集のため、市民委員会を開催し、合わせて87人に参加いただ
きました。
ワークショップの内容はそれぞれ以下のとおりです。

第１回参加者 第２回ワークショップ風景

ワークショップ①
　市外の人に伝えたい浜田市らしさ
ワークショップ②
　目指すべき姿
ワークショップ③
　目指すべき姿の実現に向けて必要な取組

第１回　１月31日㈯

ワークショップ①
　魅力を高める取組
ワークショップ②
　守っていきたい機能
ワークショップ③
　次世代に受け継いでいきたい浜田市らしさ

第２回　２月７日㈯

市民委員会結果の概要

浜田市が誇る地域資源

1 位　自然の豊かさ
2 位　石見神楽
3 位　水産業

次世代に受け継ぎたい
浜田市らしさ

1 位　人とのつながり
2 位　自然の豊かさ
3 位　石見神楽・文化・歴史

5 広報はまだ：令和８年８月号 4広報はまだ：令和８年８月号
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　住民避難行動訓練、防災出前講座な
どには、10,000人を超える参加があり
ました。
　住民避難行動訓練に併せて、市職員
が指定避難所38か所を開設し、避難者
の受入れを行いました。
　また、希望された町内会などでは、
防災士や消防団員、消防職員による、
備蓄品や非常用持出品の展示、急病や
けがの手当、AED・消火器の使い方
などを体験する防災出前講座を開催し
ました。

令
和
８
年
度

浜
田
市
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　原井小学校では、住民避難行動訓練と併せて、防
災展示、消防本部による消火訓練などを実施しまし
た。
　参加者はゲーム感覚で災害時の行動や備えについ
て学習しました。また、子どもたちは友人や家族と
協力しながらイベントに挑戦し、防災への関心を高
めていました。

　市役所本庁及び各支所では、災害対策本部が設
置・運用される間の被害情報などの収集、伝達、判
断、対応を繰り返し、災害対応力の向上を図ること
を目的に災害対策本部運営訓練及び情報伝達訓練を
実施しました。
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原井小学校
防災アトラクション広場

災害対策本部運営訓練
及び情報伝達訓練

住民避難行動訓練・
防災出前講座など
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　当日は、気象台・自衛
隊・警察・消防職員の訓
練参加もあり、災害時の
連携について確認をした
ほか、島根県防災部の職
員がアドバイザーとして
参加しました。

原井小学校での住民避難行動訓練

三隅地域での防災出前講座（消防職員による消火器の使い方講座）

各地域での住民避難行動訓練

災害時持出品を学ぶ防災ゲームコーナー

タイヤ点検の体験 消防職員による消火器体験

応急仮設住宅の展示

情報共有機器の説明

災害対策本部運営訓練開始時

職員による情報伝達訓練



山陰で唯一、リハビリテーション３学科（理学
療法士、作業療法士、言語聴覚士）を併設し、学
校内でお互いの職種の理解を深め「チーム医療」
の基礎を学ぶことができます。
部活動や地域交流も積極的に行っています。

医療の道で、人を支える

一般事務員
人員　　　３人程度
対象者　　18歳以上
　　　　　23歳以下の人
条件など　第一次試験は
　　　　　高校卒業程度の
　　　　　教養試験

消防士

人員　７人程度
対象者
18歳以上

　30歳以下
　の人

問合せ　健康医療保険課地域医療対策係　☎㉕９３１０

※　各学校のホームページは掲載の
　二次元コードから見られます。

選考方法
推薦　書類審査、面接、学科試験（国語）、
　　　　実技試験（歯科技工士科）
一般、社会人　学科試験（国語）、面接､
　　　　　　　　実技試験（歯科技工士科）

令和８年度　第２回
浜田市職員採用試験

　第２回職員採用試験を次のとおり行います。採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みをしてください。

※　必要な資格・条件など、詳細は
採用試験実施要項をご覧ください。

※　一般事務員（社会人経験者枠、
障がい者枠含む）、土木技術員及
び消防士で受験申込みができるの
は、６月・９月を通じて一つの区
分のみ

※　対象者の年齢は、令和９年４月
１日時点

開催日　　８月10日㈪　午後３時30分～５時
対象者　　浜田市役所で働くことに関心のある人
内　容　　市の概要、採用試験情報、先輩職員の　
　　　　　リアルトーク、質疑応答など

採用説明会を開催します
開催方法　　Zoomによるオンライン開催
申込期間　　８月５日㈬まで
申込方法　　右記申込みフォーム
　　　　　　から申し込んで
　　　　　　ください。

問合せ　人事課人事係　☎㉕９１３０

行政の力で、まちを支える

こちらから
申し込めます

一般事務員

人員　　　２人程度
対象者　　24歳以上
　　　　　40歳以下の人
条件など　
　社会人経験３年以上
　（令和８年８月１日時点）

（社会人経験者）

人員
　３人程度
対象者
　18歳以上
　40歳以下の人

土木技術員

　　　　　(令和９年度入
　　　　　学者全員対象・
　　　　　所得制限なし・
　　　　　通常は135万円）。

　浜田医療センターでは、「スキル
アップ・ラボ室」を設置し、現場を
離れている看護師の有資格者が不安
なく復職できるようにサポートして
います。

開催日時　　随時
　　　　　　（所要時間
　　　　　　４時間程度）
料金　　　　無料

入試時期
推薦 　　　　10月下旬
一般、社会人 11月初旬、12月上旬、２月上旬、
　　　　　　　　３月下旬
そのほか　島根県歯科医師会による県内指定地区
　　　　　出身在学生支援制度あり。

地域医療を支える
県内の医療系学校
を紹介します

松江市にある歯科技工士・歯科衛生士の養成を目的
とした県内唯一の専門学校。
高齢化が急速に進む中にあって元気で長生きする健
康長寿社会を創造するためには欠かせない、やりがい
のある職業です。

選考方法　総合型選抜（AO入試）、指定校推薦、
　　　　　一般推薦、一般入試
入試時期　選考方法に応じて、７月～翌年３月
そのほか　入学金実質無料。臨床実習費無料。
　　　　　１年次・２年次の学納金年間「85万円」

74年の歴史があり、優秀な卒
業生を多く輩出している伝統校。
隣接する病院でほとんどの実習

選考方法
推薦、社会人　面接、小論文
一般　学科試験（国語、英語、数学）
入試時期
　推薦、社会人 10月21日㈬
　一般 Ａ日程　令和９年１月19日㈫
　　　　Ｂ日程　令和９年２月16日㈫
そのほか
日本学生支援機構、島根「ふるさと」看護
奨学金、浜田市修学資金など奨学金制度が多
数あり。

を行うことが可能です。
中山間地域の医療を学ぶ貴重な機会や、全国的にも珍しい
合同カリキュラムの運用、スマートグラスを用いた最先端の
ICT教育なども導入しています。

浜田医療センター
附属看護学校

リハビリテーション
カレッジ島根

潜在看護師
復職支援プログラム

島根県歯科技術
専門学校

令和９年４月１日㈭採用予定日

９月20日㈰第一次試験

Web申込みフォーム
採用試験実施要項を確認の上、右記申込みフォームから
必要事項を入力し、申し込んでください。採用試験実施
要項は人事課・各支所防災自治課にあります。実施要項
は市ホームページからダウンロードもできます。

申込方法

８月16日㈰まで受付期間

採用職種・要件など

浜田市職員
採用サイトは
こちらから
見られます

浜田市職員採用に関する
情報を発信しています

消防士
（経験者）

人員　　　１人程度
対象者　　35歳以下の人
条件など
　消防学校の初任教育
　及び救急科を修了している

浜田会場・大阪会場会場

一般事務員
（障がい者）

人員　　　１人程度
対象者　　18歳以上
　　　　　40歳以下の人
条件など
　身体障害者手帳、精神障害者
　保健福祉手帳、療育手帳の
　いずれかの交付を受けている

その思いが、地域の力に　  なる

9 広報はまだ：令和８年８月号 8広報はまだ：令和８年８月号
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不妊・不育症
の治療を受け

ている人へ

を助成しています!!
不妊不育症治療費広

島
市
と
長
崎
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
爆
の
投

下
・
上
空
で
の
さ
く
裂
時
刻
に
、
原
爆
死
没
者
の
ご

冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
平
和
の

鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
8
月
15
日
に
は
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ

れ
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
正
午
か
ら
１
分
間
の
黙
と

う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

浜
田
市
は
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
亡

く
な
っ
た
人
々
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の
恒

久
平
和
を
祈
念
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
で

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

問合せ　総務課総務管理係　☎㉕９１１０

全国 大 会 出場 おめでとうございます
全国大会への入賞、出場報告のため、市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

祝

第11回プレミアリーグU11チャンピオンシップ
（宮城県：７月29日㈬～31日㈮）

（２列目左から）
平野 想さん（美川小６年）　　佐々木 優羽さん（長浜小６年）
山下 陸さん（雲城小６年）　　平野 翔一さん（周布小６年）
杉原 玲音さん（長浜小６年）　植田 春眞さん（国府小６年）　
鈴見 勇騎さん（三階小５年）　永見 和詩さん　（石見小６年）
（１列目左から）
植田 蒼斗さん（雲城小６年）　藤井 駿さん（石見小５年）
中川 惺那さん（長浜小６年）　吉田 一翔さん（国府小６年）
田原 椋さん（雲城小６年）　　藤田 昴さん（雲城小６年）
岡本 一心さん（雲城小５年）　
※　河内 綾亮さんは表敬は欠席

石見エスプリFC

平
和
を
祈
念
し
、
黙
と
う
を

８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
」
で
す

問合せ　・子育て世代包括支援センター　☎㉒１２５３
　　　　・各支所市民福祉課

市では、不妊治療・不育症治療を受けている人の経済的な負担を軽減するため、
保険診療の自己負担部分（３割相当）や、保険診療外治療費について助成を行っています。

※　それぞれに申請期限がありますのでお問い合わせください。
※　上限額までの実際にかかった金額が対象です。病院や薬局などが発行する領収証を保管ください。
※　高額療養費などの適応部分を除いた額に対して助成します。

平和アピールパネル展

昭和20年８月６日、世界で初めて原子爆弾が広島に投下されました。
終戦から81年を経て、戦争の記憶が薄れつつあります。人類が二度と核
による悲しみを被ることのないよう、「平和の尊さ」を市民の皆さんに
再度確認してもらうため、パネル展を開催します。

展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月３日㈪～14日㈮
場　　所　市役所本庁舎１階市民ロビー

原
爆
の
投
下
・
さ
く
裂
日
時

広
島
市
（
投
下
）

昭
和
20
年
８
月
６
日

午
前
８
時
15
分

長
崎
市
（
上
空
で
の
さ
く
裂
）

昭
和
20
年
８
月
９
日

午
前
11
時
２
分

※

長
崎
市
で
は
、
午
前
11
時
２
分
を
「
原
爆
が
上

空
で
さ
く
裂
し
た
時
刻
」
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式
８
月
15
日
㈯

１ 一般不妊治療費
限度額

15万円/年
※　１年ごとの申請期限あり

申請期限
治療開始月の翌年の月末

年齢制限なし

・タイミング療法
・排卵誘発法
・人口受精　　　など

保険診療

２ 生殖補助医療費

限度額

12万５千円/回 

●保険診療のみ
●保険診療と
　先進医療の併用
（先進医療は県の
助成額を除く）

限度額

36万円/回 

●混合医療（保険診療外）
先進医療以外（国の指定
医療機関が必要と認めた
ものに限る）を併用した
治療

・体外受精
・顕微受精　など

保険診療
又は保険診療外

申請期限
１回毎の治療の終了日（※１）や
治療中止日などから半年を過ぎる月末
※１　主に妊娠判定日

対象年齢・回数
・40歳未満　通算６回
・40歳以上43歳未満　通算３回
※　１子につき
※　治療期間初日時点で43歳以上（女性）
　の人と規定の治療回数を超えた自費
　診療は助成対象外

３ 不育症治療費

※　先進医療については、県の
　助成があります。

限度額

５万円/回

・不育症治療にかかる内服
・不育症治療にかかる注射　など

保険診療
又は保険診療外

年齢制限なし 申請期限
治療期間が終了した翌月末

広
島
市
と
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
今
年
で
81
年

（１回の妊娠
　につき）

一般不妊治療費
助成の詳細は
こちらから
見られます

生殖補助医療費
助成の詳細は
こちらから
見られます

不育症治療費
助成の詳細は
こちらから
見られます

（最初の受診日
　から３年間）
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職員数の状況及び関係市からの派遣職員　　　　（単位：人）
令和７年度職員数
（令和７年４月１日）

令和７年度中 派遣職員
採用者 退職者 浜田市 江津市

3 0 0 10 4
※　短時間再任用職員は含んでいません。

１　職員の任免及び職員数に関する状況

職員の人材育成や配置など人事管理の基礎資料とするため、
地方公務員法の定めに基づき、全職員を対象に年間２回の人
事評価を実施しています。また、職員の昇給、昇格などに際
しては、所属長による勤務評定を実施しています。

　（単位：人）
区　分 人数 内　　容

昇給時 3 定期昇給時における所属長による勤務
評定

昇格・昇任時 0 主事から主任主事など昇任時における
所属長の勤務評定

勤勉手当 3 勤勉手当支給時における人事評価の活
用

（派遣職員を含む。各年度４月１日現在　単位：人）
区　分 職員数 対前年

増減数
主な

増減理由部　門 R5年 R6年 R7年 R8年

一般行
政部門

総　務 4 4 4 4 0 再任用短期
時間勤務職
員の退職に
よる派遣職
員の増

衛　生 1 1 1 1 0
民　生 12 12 12 13 1

合　計 17 17 17 18 1
※　短時間再任用職員は含んでいません。

区　分 内　　容
勤務時間 午前８時30分から午後５時15分まで
休憩時間 午後12時から１時までの１時間
週休日 日曜日及び土曜日

休　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び年
末年始（12月29日から翌年の１月３日まで）

区　分 内　　容

年次有給休暇 １年につき20日間付与、新規採用職員（４月１日付）は15日間付与

特別休暇

特別な事由により勤務しないことが相当であ
ると認められる場合の休暇の種類は、公民権
の行使、証人などの官公庁への出頭、ドナー
休暇、ボランティア休暇、結婚休暇、不妊治
療休暇、産前の健診、妊娠に起因する体調不
良、産前産後休暇、育児時間、妻の出産補助、
男性の育児、乳幼児健診、子などの看護休暇、
介護休暇、忌引、父母などの法要、夏季休暇、
セルフケア休暇、感染症、災害などによる交
通遮断・住居の破壊、生理休暇です。

問合せ　浜田地区広域行政組合総務課総務係
　　　☎０８５５53５０８２

（単位：人）

区　　分 分限処分 懲戒処分
免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告

処分者数 0 0 0 0 0 0 0

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
信用失墜行為の禁止 秘密を守る義務
職務に専念する義務 政治行為などの制限
争議行為などの禁止 営利企業などの従事制限

※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められています。

（単位：人）
区　分 人数 内　　容

職員
研修

県自治研修所 4 職務経験などの階層別研修・実務
研修・特別研修など

市町村総合
事務組合 5 行政実務研修・政策課題研修

派遣研修 0 自治大学校・市町村アカデミーなど
浜田市・
江津市研修 55 服務・倫理・健康・人権研修会など

各課独自研修 38 実務研修など

（単位：人）
区　分 人数 内　　容

健康
診断

定期健康診断 2 広域行政組合が実施する一般健
診

人間ドック 1 市町村職員共済組合が実施する総
合健診

特殊健診 2 じん肺健診・騒音健診

公務・通勤災害補償 0 地方公務員災害補償基金が行う
補償

※　短時間再任用職員は含んでいません。

（令和７年度中）
区　　分 状　況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する審査請求の状況 該当なし

地方公務員法などの定めに基づき、営利企業などに再就職
した退職者による現職職員への働きかけなどを規制するほか、
退職職員からの届出に基づく再就職の状況を公表します。
　届出及び公表は、管理職であった者が営利企業などの常勤
の役職員、又は非常勤の役員に就任した場合としています。

（単位：人/件）
区　　分 管理者数 件数

退職時に管理職であった者の数、再就職の
届出数（令和７年度末退職職員） 1 0

働きかけなどに関する公平委員会からの調査の要求 0

　浜田地区広域行政組合（浜田市・江津市で構成）では、介護保険業務、可燃ごみの処理業務などを行っています。
　組合の人事行政の運営における公平性と透明性を高めることを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行政
組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の任用・職員数・勤務時間そのほかの勤務条件な
ど人事行政の運営の状況についてお知らせします。

令和７年度人事行政の運営などの状況の公表浜田地区
広域行政組合

２　職員の人事評価及び勤務評定の状況

３　部門別職員数の状況

４　職員の勤務時間などの状況

５　職員の休暇などの状況

６　職員の分限及び懲戒処分の状況

７　職員の服務の状況

８　職員の退職管理の状況

９　職員の研修の状況

10　職員の福祉及び利益の保護の状況

11　公平委員会の業務の状況

「浜田地区広域行政組合において浜田市の条例を準用する条例」第１条第２号（情報公開に関する事項）
及び同条第３号（個人情報保護に関する事項）の規定に基づき、令和７年度の各制度の運用状況を公表します。

１　情報公開制度の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

－ － － － －
⑵　審査請求　なし

広域行政組合の情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況広域圏
だより

２　個人情報保護制度の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

11 11 － － －
⑵　訂正請求・利用停止請求　なし

問合せ　浜田地区広域行政組合総務課総務係
　　　☎０８５５53５０８２

自社PRのための効果的な情報発信について
　　　　　　　　　　学んでみませんか？

定員

人30
料金

無料

問合せ
　・商工労働課事業支援係　☎㉕９５０１
　・よろず支援拠点浜田サテライトオフィス
　　☎㉕５１０４

申込期限

8月21日
(金)

中小企業の情報発信支援に豊富な実績を持つ。事業者の強みを引
き出し、伝わる自社PRのポイントを実践的に分かりやすく解説
する。

宮﨑 雄一朗
島根県よろず支援拠点
専門コーディネーター

さん

講　師　紹　介

場所 中央図書館

内容 ・セミナー120分
・質疑
・アンケート

個別相談会
・13：00～　・14：00～
・15：00～　・16：00～
※　希望者のみ、要事前予約

（各45分）

こちらから
申し込めます

申込み 下記二次元コードから
申し込んでください。

8月 日(水)26
10:00~12:00講座
13:00~16:45個別相談会

対象 浜田市内事業者
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「BUY浜田シール」を見つけて、浜田を応援しよう！

B
ば い

U Y浜田運動
ば い

浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう！

地元（浜田市）産品の購入や地元の店で買い物をすることで、地域内の経
済循環をつくり、経済を活性化させることにより、市民の暮らしを向上させ
る運動です。

～ BUY浜田運動とは～

問合せ 浜田市「BUY浜田運動」
　　　　推進委員会
　　　　（商工労働課事業支援係）
　　　　☎㉕９５０１

取扱店・協賛店
申込みは
こちらから
できます

市内スーパーなどの浜田産の商品に貼ってある「BUY浜田シール」について紹介します。

ポップ のぼり旗
（大・中・小）

バッジ

　BUY浜田運動加盟事業者が取り扱
う対象商品には、BUY浜田シールが
貼られています。
　このシールは、
浜田市内で生産・水揚げされた商品
浜田市内で加工・製造された商品

であることを示すものです。

BUY浜田シールとは

ポップやバッジ、のぼり旗などのグッズも利用できます

詳細は
こちらから
見られます

　BUY浜田シールが貼ってあ
る商品を選ぶことは、地域経済
の活性化につながります。
　浜田産品を積極的に購入しま
しょう。

市民の皆さん

　BUY浜田シールは事業者の
皆さんに無償で提供しています
ので、積極的に活用して、浜田
産品であることをPRしましょ
う！また、シールが欲しい、シー
ルが無くなったなどについては、
下記までお問い合わせください。

事業者の皆さん

MIURA NOTE

三浦市長が出席した行事やイベントなど、市政に関わる
様々な活動の中からいくつかのできごとを紹介します。

市長の日記

令和８年
６月

７日
　「水害・土砂災害における防災活動」
をテーマに令和８年度浜田市総合防災訓
練を実施しました。

　市内全域において、防災無線・防災防犯メール
などを用いて避難情報を発令し、自主防災組織や
町内会などの単位で避難行動訓練や避難所におけ
る防災出前講座などを実施しました。
　引き続き「防災危機管理の強化」に力を入れて
まいります。

浜田市総合防災訓練を開催しました

13日
　京都市で開催されたオーガニックビ
レッジ全国首長の会設立総会に出席しま
した。この取組は有機農業の推進にとど

まらず、地域内外のつながりを通じて、新たな価
値を生み出すものです。
　私自身も学びながら、互いに学び合えるネット
ワークになるよう役員の一人として尽力したいと
思います。

オーガニックビレッジ全国首長の会
設立総会に出席しました

23日
　浜田市出身プロレスラーで浜田PR大
使の青木いつ希さんの表敬訪問がありま
した。

　当日はショーンキャプチャー（所属事務所）の
日高郁人代表と一緒に市役所に来られ、7月19日、
20日に開催される「ご縁の国しまねプロレス」の
出場報告を受けました。

浜田市出身プロレスラー
青木いつ希さんの表敬訪問がありました

市ホームページ
はこちらから
見られます
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木を育て海を豊かに
～ 森づくりは海づくり㏌浜田 ～

あああ

梅狩りを楽しむ参加者 玉入れで白熱する参加者

クイズを出題する小学生 パーテーションを組み立てる生徒たち

全校児童による鼓笛パレード 菖蒲の花を眺めての地域交流

苗さばきに挑戦 どんちっちアジの炭火焼きを食べる来場者

　６月14日㈰、「第５回弥栄町運動会」が開催され、町内外の
住民が集まり親睦を深めました。
　当日は弥栄中学校の生徒たちが進行スタッフとして大会を盛
り上げました。新種目の「防災大声大会」では、参加者が「火
事だ！助けて！」と大声を張り上げるユニークな演出で会場を
沸かせ、目玉イベントである全員参加の「玉入れ」は白熱し、
大いに盛り上がりました。参加者からは、「全部の競技に出る
のが目標。とても楽しいです」との声が聞かれ、笑顔あふれる
一日となりました。

　６月６日㈯、三隅梅林公園で「三隅の梅狩り」が開催され、
市内外から家族連れなど約700人が訪れました。
　この催しは、梅の実が収穫時期を迎える時期に併せて、７品
種約1,000本の梅の木が植栽されている公園を開放し、梅の実
の収穫を楽しんでもらうよう開催しているものです。
　当日は天候にも恵まれ、梅の香りに包まれながら、参加者そ
れぞれが梅狩りを楽しみました。
　参加者は、「例年より梅が少なかったが、梅酒や梅ジュース
を作って家族で楽しみたい」とうれしそうに話していました。

　６月13日㈯、旭町都川地区の田代神社参道付近で、都川まち
自治会による「菖蒲園祭り」が開催されました。
　参加者は、地域住民が大切に育てた、一面に咲き誇る色とり
どりの菖蒲の花を眺めながら、振る舞われた飲み物や和菓子を
味わうなど、ゆったりとした時間を過ごしました。
　会場には和やかな笑顔があふれ、色鮮やかな菖蒲や周囲の緑
豊かな山々、新緑の香りなど、初夏の風情を感じながら、参加
者同士の交流を深める機会となりました。

　６月６日㈯、「旭小学校の運動会」が開催されました。
　冒頭、全校児童による鼓笛パレードで校庭を一周したのち、
学年別競技や色別応援合戦、６年生とその保護者による二人三
脚リレーなどが行われました。
　旧旭町時代の５つの小学校から引き継がれてきた伝統行事の
一つである鼓笛パレードは、今回が最後の演奏となりました。
来場した保護者や地域住民からは温かい声援や盛大な拍手が送
られ、児童たちはこれまでの練習の成果を堂々と披露していま
した。

　三隅中学校では、２年生の総合的な学習の時間において、「災
害を知り、防災を考え、行動できる中学生になろう」を目標と
して防災学習に取り組んでいます。
　６月８日㈪には防災士による講演があり、防災における学び
を深めた後、12日㈮に三隅中央会館で避難所設営体験を行いま
した。体験では、避難所の様子をイメージし、パーテーション
の設営、段ボールベッドや簡易トイレの組立てを行いました。参
加した生徒は、「災害が起こった時、すばやく協力して避難所を
設営できるようにしたい」と力強く話していました。

　６月６日㈯、波佐地域の史跡を巡る「波佐歴史探訪ウォーキ
ング大会」が開催されました。
　当日は初夏の陽気の中、64人が参加し、波佐まちづくりセン
ターを発着とした4.3㎞のコースのウォーキングを楽しみまし
た。コース途中では、地元住民による史跡解説だけでなく、波
佐小学校の児童による地域の偉人「能海寛」に関するクイズや、
自然の中で五感を使って楽しむネイチャービンゴなども行われ、
波佐地域の歴史を知るだけでなく、波佐の豊かな自然を感じら
れる一日となりました。

　６月６日㈯、市の水産ブランド「どんちっちアジ」のおいし
さを広く知ってもらおうと、はまだお魚市場で山陰浜田港どん
ちっちアジ祭り2026が開催されました。
　アジを使ったラーメン・パスタなどの料理が並び、中でも限
定500食のどんちっちアジの炭火焼きは人気を集めました。炭火
で香ばしく焼き上がったアジは、脂の乗った身がふっくらと仕
上がり、訪れた人は笑顔で味わっていました。
　石見神楽の上演やよさこいなどのステージイベントもあり、
会場は多くの来場者でにぎわいました。

　５月23日㈯、杵束まちづくりセンターで「泥おとし」が開催
され、20回目の節目を迎えた今回は、約130人の来場者でにぎ
わいました。ステージの幕開けを飾ったのは、伝統の「田

た ば や し

囃子」。
田植えが無事に終わったことへの感謝と豊作の祈りを込めた華
やかな舞が披露されました。参加型アトラクションの「苗さば
き」では、参加者が田んぼに見立てた的へ苗を投げ入れるゲー
ムに挑戦。また、会場には弥栄の美味しい特産品が並ぶ出店も
ありました。参加者は、「とても楽しいイベントだった。来年
もぜひ参加したい」と笑顔で話していました。

初夏の訪れを感じる自然の恵み
～ 三隅の梅狩り ～

みすみ 木を育て海を豊かに
～ 森づくりは海づくり㏌浜田 ～

ああああああ響け大声、届け元気！笑顔でつなぐ運動会
～ 弥栄町運動会 ～

やさか

災害に備える力を学ぶ
～ 三隅中学校 防災学習 ～

みすみ地域の歴史を知る
～ 波佐歴史探訪ウォーキング大会 ～

かなぎ

地域に披露、最後の鼓笛パレード
～ 旭小運動会 ～

あさひ 菖蒲の花を楽しむ鑑賞会
～ 菖蒲園祭り ～

あさひ

あ！じもとで穫れたいい笑顔
～ 山陰浜田港どんちっちアジ祭り ～

はまだ伝統の舞と苗さばきに大盛り上がり
～ 杵束まつり「泥おとし」　～

やさか

1617 広報はまだ：令和８年８月号
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

安
全
安
心

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
L
I
N
E
な
ど
か
ら
試
験
電
文

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」
で
す

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
一
層

の
救
命
率
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年

９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」、
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
（
９
月
６
日
㈰
〜

12
日
㈯
）
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と

し
、
全
国
的
に
普
及
啓
発
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

「
救
急
の
日
」
及
び
「
救
急
医
療

週
間
」
を
通
じ
て
、
救
急
車
の
正
し

い
利
用
方
法
や
、
家
庭
で
の
事
故
の

予
防
、
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

救
急
受
診
ア
プ
リ

救
急
車
を
呼
ぶ
か
、
様
子
を
見
る

べ
き
か
判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
役
立
つ
、

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ（
愛
称「
Q

助
」）が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

AEDマップは
こちらから
見られます

端末の
画面イメージ

全国版救急受診　
アプリはこちら
から入れます

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
企
画
係

☎
㉕
５
１
６
７

浜
田
市
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
紹
介

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
場
合
、
近

く
の
A
E
D
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お

け
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
便
利
で
す
。

生
活
・
環
境

犬
・
猫
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

犬
・
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼

う
人
は
周
り
へ
の
気
配
り
を
忘
れ
ず

に
、
最
後
ま
で
責
任
と
愛
情
を
も
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

苦
情
や
相
談
で
多
い
の
は
、
フ
ン

・
尿
の
放
置
、
放
し
飼
い
、
鳴
き
声

な
ど
に
関
す
る
も
の
で
す
。
法
律
や

マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち
ん
と
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
・
尿
の
後
始
末
を
し

ま
し
ょ
う

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
参
し
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

尿
に
つ
い
て
は
、
電
信
柱
な
ど
に

放
尿
さ
せ
る
と
、
悪
臭
の
発
生
や
不

衛
生
で
不
快
に
感
じ
る
人
が
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
た
水
や
消
毒
液
な
ど
で
十

分
洗
い
流
し
た
り
、
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ

を
携
帯
し
て
吸
い
取
る
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
。「
や
わ
ら
か
い
フ
ン
」
に

つ
い
て
も
、
フ
ン
を
回
収
後
、
水
で

汚
れ
を
十
分
に
洗
い
流
す
な
ど
し
て

く
だ
さ
い
。

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う

散
歩
は
、
犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が

連
れ
て
行
き
、
決
し
て
離
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
な
ど

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

飼
い
主
に
は
犬
の
生
涯
に
１
回
の

登
録
と
、
原
則
、
毎
年
１
回
４
月
か

ら
６
月
の
間
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て

い
な
い
犬
は
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
の
フ
ン
や
尿
で
困
っ
て
い
る
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
猫

の
生
活
環
境
を
整
え
れ
ば
屋
内
で
飼

育
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
辺
へ
迷
惑

を
か
け
ず
に
済
み
ま
す
。
ま
た
、
事

故
や
感
染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子

防
止
に
な
り
ま
す
。

繁
殖
制
限
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

毎
年
多
く
の
猫
が
生
ま
れ
殺
処
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
望
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
繁
殖
制
限
手
術
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
猫
の
繁

殖
制
限
手
術
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

試
験
日
時

８
月
26
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

メ
ー
ル
・
L
I
N
E
な
ど
の
内
容

「
件
名：全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

し
尿
収
集

お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
０
３
３
７

８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

・
門
田
産
業
㈲

☎
㉒
３
３
２
２

８
月
13
日
㈭
〜
16
日
㈰

金
城

・
㈱
ダ
イ
ヤ
環
境

☎
㉓
１
１
６
９

８
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈰

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

☎
０
８
５
５
52
４
０
０
０

８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

☎
32
０
０
０
３

８
月
13
日
㈭
〜
16
日
㈰

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

愛
の
救
援
衣
料

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
衣
類
の

回
収
活
動
を
休
止
し
ま
す

毎
年
９
月
に
実
施
し
て
い
た
「
愛

の
救
援
衣
料
」
衣
料
品
回
収
は
、
国

際
情
勢
不
安
定
化
の
影
響
に
よ
る
海

上
運
賃
の
大
幅
な
高
騰
に
よ
り
輸
送

が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
、
今

年
は
休
止
し
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

８月側溝消毒予定表

日 曜 場　所

24 月 田町１、琵琶町、朝日町１～６、９、10

25 火 朝日町１～４・６～８、牛市町

26 水 紺屋町２～３、天満町、新町、錦町

27 木 蛭子町、栄町、片庭町

31 月 港町１～４

※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する
ことがあります。
※　詳細は、環境課までお問い合わせください。

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は･･･

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
や
、
そ
の
猫

の
フ
ン
・
尿
な
ど
に
関
す
る
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
猫

を
迷
惑
な
存
在
だ
か
ら
と
い
っ
て
捕

獲
や
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

猫
の
こ
と
を
本
当
に
思
う
の
で
あ

れ
ば
、
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。
餌
を
与
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
飼
い
主
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

更
新
手
続

有
効
期
限
の
約
３
か
月
前
に
「
有

効
期
限
通
知
書
」
が
届
き
ま
す
。
通

知
書
が
な
く
て
も
更
新
手
続
が
可
能

で
す
。

開
設
日

８
月
23
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

マイナンバー
カードの詳細は
こちらから
見られます

救
命
講
習

子
ど
も
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習

日
時

９
月
６
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場
所

消
防
本
部
大
会
議
室

定
員

20
人
程
度

料
金

無
料

大
人
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習

日
時

９
月
12
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場
所

消
防
本
部
大
会
議
室

定
員

20
人
程
度

料
金

無
料

※

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

※

当
日
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
取

材
や
消
防
本
部
S
N
S
上
に
公
開

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
材
や

写
真
撮
影
が
難
し
い
人
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
消
防
署
救
急
係

☎
㉒
1
２
２
９

ま
た
、位
置
情
報（
G
P
S
機
能
）

を
O
N
に
す
る
と
、
自
分
や
A
E
D

の
位
置
情
報
、
設
置
事
業
所
の
情
報

や
目
標
ま
で
の
経
路
を
示
し
ま
す
。



広報はまだ：令和８年８月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2021 広報はまだ：令和８年８月号

「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中
毒

は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の
代
表
的
な

も
の
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（O

１
５
７
、O

１
１
１
な
ど
）
や
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

な
ど
で
す
。
食
中
毒
予
防
の
3
原
則

を
守
っ
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
3
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

つ
け
な
い

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を
洗

い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都
度
き

れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
は
、
生
の
肉
を
つ
か

む
箸
と
焼
け
た
肉
を
つ
か
む
箸
は

別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
時
に
は
、
密
封

容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ
プ
を
掛

け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

増
や
さ
な
い

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保
存
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉
や
魚
な

ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜
な
ど
は
、

購
入
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
冷
蔵

庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
ゆ
っ

く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、
温
度
管

理
に
気
を
付
け
、
早
め
に
食
べ
切

り
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

や
っ
つ
け
る

・
調
理
器
具
は
煮
沸
消
毒
や
漂
白
剤

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
75
℃
で
、

１
分
以
上
加
熱
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

生
鮮
魚
介
類
に
寄
生
し
た
ア
ニ
サ

キ
ス
幼
虫
（
寄
生
虫
）
に
よ
る
食
中

毒
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
主
に
サ

バ
・
ア
ジ
・
カ
ツ
オ
・
イ
カ
な
ど
の

魚
介
類
の
内
臓
に
寄
生
し
て
い
ま
す

が
、
魚
介
類
が
死
亡
す
る
と
内
臓
か

ら
身
（
筋
肉
）
に
移
動
す
る
た
め
、

刺
身
な
ど
の
生
で
食
べ
る
料
理
の
際

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

丸
ご
と
1
匹
購
入
し
た
際
は
、
す

ぐ
に
内
臓
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。

・
内
臓
を
生
で
食
べ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
目
視
で
確
認
し
て
、
ア
ニ
サ
キ
ス

幼
虫
が
い
た
場
合
は
除
去
し
ま

し
ょ
う
。

・
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
酢
漬
け
や
塩

漬
け
で
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

環 境 コラムコラム

きれいな海と生態系を守ろう

プラスチックごみが海に増えると、海と海の生き物に悪影響を及ぼします。
　海岸に打ち上げられたクジラの胃からビニール袋が出てきたり、ウミガメやイルカ、海鳥
などがプラスチック製の袋や網に絡んで傷つき、死んでしまう例が多く報告されています。
　プラスチックごみをきちんと分別し、資源として活用して海のごみを減らしましょう。

～海のプラスチックごみを減らしましょう～

プラスチックごみを減らすには…
○マイバックを持参し、レジ袋はもらわない。
○マイボトルを持ち歩き、プラスチックのカッ
プなどを減らす。

○スーパーなどで食品を小分けにするポリ袋の
使用を減らす。

○詰め替え用ボトルなど繰り返し使えるものを
選ぶ。

〇海・川・山のレジャーで出たごみは家に持ち
帰って処分する。

〇ごみは所定の場所・時間に分別して出す。

●リフューズ　～ごみになるものを受け取らない。
●リデュース　～ごみになるものを減らす。
●リユース　　～繰り返し使う。
●リサイクル　～再利用する。

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

住

宅

建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
場
合

に
、
建
築
確
認
申
請
の
手
続
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

都
市
計
画
区
域
内
で
建
物
を
建
て

る
（
10
㎡
以
下
の
増
改
築
を
除
く
）

と
き
は
、
建
築
基
準
法
に
よ
り
工
事

に
着
手
す
る
前
に
「
建
築
確
認
申
請

書
」
を
提
出
し
、
確
認
済
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
続
は
、
都
市
計
画
区
域
外

の
一
定
規
模
以
上
な
ど
の
建
物
や
、

準
防
火
地
域
内
の
10
㎡
以
下
の
建
物

で
も
必
要
で
す
。

住
宅
な
ど
を
新
築
し
、
完
了
検
査

を
受
け
た
後
に
、
こ
れ
に
附
属
し
た

簡
易
な
物
置
や
物
干
場
を
建
て
る
場

合
も
同
様
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
を
し
な
い
で
工
事
を
す
る

と
、
建
築
基
準
法
違
反
と
な
り
、
是

正
の
指
導
や
命
令
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

建
物
を
建
て
る
と
き
に
は

届
出
が
必
要
で
す

※

右
図
の
よ
う
な
簡
易
な
物
干
場

な
ど
で
も
前
記
の
条
件
で
あ
れ
ば

申
請
が
必
要
で
す
。

建
築
工
事
届
の
提
出
が
必
要
で
す

10
㎡
を
超
え
る
建
物
を
新
築
・
増

築
・
改
築
・
移
転
す
る
場
合
に
は
、

都
市
計
画
区
域
外
の
建
物
で
も
、
建

築
工
事
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
木
造
戸
建

住
宅
な
ど
の
建
築
確
認
手
続
が
見
直

さ
れ
て
い
ま
す

「
建
築
確
認
」
が
必
要
な
対
象
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
階
数
2
以
上
又
は

延
べ
面
積
２
０
０
㎡
超
の
木
造
戸
建

住
宅
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
建

築
確
認
が
必
要
で
な
か
っ
た
都
市
計

画
区
域
外
で
も
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

建築確認を要する可能性
のある箇所（イメージ図）

「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
は
家
系
図
や
建
物
・
土
地
の
所

有
状
況
に
加
え
、
こ
れ
ら
を
将
来
ど

う
し
た
い
か
な
ど
の
情
報
を
記
入
で

き
る
も
の
で
す
。

空
き
家
に
な
る
前
に
、
家
族
で
住

ま
い
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

す
る
ほ
か
、住
ま
い
の「
活い

か
し
方
」

「
し
ま
い
方
」
に
関
す
る
制
度
や
手

続
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

・
建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
室

（
北
分
庁
舎
３
階
）

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い

こちらから
ダウンロード
もできます

問
合
せ

建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
室

☎
㉕
６
３
０
３

産

業

地
域
活
性
化

４Rを意識しましょう

農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
か
ら
10

月
下
旬
に
か
け
て
、
農
地
利
用
状
況

調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施

し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
農
地
法
に
基

づ
い
て
行
う
も
の
で
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
調
査

員
と
し
て
地
区
の
農
地
を
見
回
る
こ

と
で
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の

有
無
や
、
許
可
を
得
ず
に
農
地
を
農

地
以
外
に
転
用
さ
れ
て
い
な
い
か
な

ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
員
は
調
査
時
に
目
印
と
し
て
、

農
業
委
員
会
の
緑
色
の
帽
子
を
着
用

し
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
農
地
所
有
者
に
対
し

て
、
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
の
意
向

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
無
断
で
の
農
地
転
用
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
農
地
に
戻
す
よ

う
指
導
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
保
有
し
て
い
る
人
は
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
募
集

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
令
和
９
年
２
月
28
日
に
任

期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
委
員
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

性
別
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
女
性

や
青
年
農
業
者
、
認
定
農
業
者
、
地

域
農
業
の
振
興
に
理
解
の
あ
る
住
民

な
ど
の
多
様
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
も
農
業
委
員
会
の
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

主
な
職
務

・
農
地
の
権
利
移
動
、
転
用
の
許
可

な
ど
の
審
議
及
び
決
定
並
び
に
こ

れ
ら
に
関
す
る
現
地
調
査
（
た
だ

し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
つ
い
て
は
決
定
で
は
な
く
助
言

を
行
う
も
の
と
す
る
）

・
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
・
荒
廃
農
地
の
発
生
抑

制
・
解
消
並
び
に
新
規
参
入
の
促

進
な
ど
に
伴
う
現
地
調
査
及
び
指

導
・
農
家
か
ら
の
相
談
対
応
及
び
農
家

へ
の
助
言
・
指
導

任
期令

和
９
年
３
月
１
日
〜
令
和
12
年

２
月
28
日
（
３
年
間
）

応
募
期
間

８
月
３
日
㈪
〜
９
月
２
日
㈬

応
募
方
法

農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
も
に
「
推

薦
」
と
「
応
募
（
自
薦
）」
の
２

種
類
の
応
募
方
法
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
農

業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」

は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
従
業
員

の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
か
つ
、
手
数

料
不
要
で
す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員

も
加
入
で
き
ま
す
。

・
外
部
積
立
型
の
た
め
、
管
理
が
簡

単
で
す
。

・
ほ
か
の
退
職
金
、
企
業
年
金
制
度

な
ど
と
の
資
産
移
換
も
可
能
で
す
。

※

一
部
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

(独)
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
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2223 広報はまだ：令和８年８月号

税
務
・
納
税

令
和
８
年
度

島
根
県
西
部
地
区
自
治
体
等

共
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

公
売
と
は
、
税
金
の
滞
納
者
か
ら

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
入
札
方
式
に

よ
り
売
却
す
る
こ
と
で
す
。

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
簡
単
な
手

続
で
入
札
に
参
加
で
き
、
落
札
物
件

は
当
日
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時

９
月
３
日
㈭

入
札
受
付

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

開
札

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

落
札
者
の
決
定

午
後
２
時
30
分

代
金
納
付
期
限

午
後
３
時

※

代
金
納
付
期
限
ま
で
に
落
札
金

額
全
額
の
納
付
が
な
い
場
合
は
、

売
却
決
定
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所

浜
田
合
同
庁
舎

２
階
大
会
議
室

当
日
入
札
に
必
要
な
も
の

・
買
取
代
金
（
現
金
）

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

※

代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

子

育

て

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住
所

を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
児

童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の
3
月
31

日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
又
は
20
歳

未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
児
童
）
を
監
護
す

る
父
又
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
ま
た
、

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
よ
り

低
い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
（
対
象
児
童
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め
る
も

の 児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

お
知
ら
せ

※

父
又
は
母
が
事
実
上
婚
姻
関
係

に
あ
る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

支
給
月
額
（
児
童
１
人
の
場
合
）

全
部
支
給

４
８
０
５
０
円

一
部
支
給

４
８
０
４
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
３
４
０
円

※

支
給
額
は
支
給
対
象
者
の
所
得

額
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

支
給
対
象
者
及
び
扶
養
義
務
者
に

は
所
得
制
限
が
あ
り
、
超
過
し
た

場
合
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※

児
童
が
２
人
以
上
の
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況

を
８
月
中
に
届
け
出
て
、
受
給
資
格

を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当
を
受

け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
人
に
は
、

７
月
末
に
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

届
出
期
間

８
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

子
ど
も
政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
の

令
和
８
年
度
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
障

害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
翌
年
7
月
ま
で
の
手
当
の
支
給

の
要
否
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
個
別
に

案
内
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転
居
な

ど
支
給
要
件
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間

8
月
12
日
㈬
〜
9
月
11
日
㈮

特
別
児
童
扶
養
手
当

※

受
給
者
本
人
の
単
身
赴
任
な
ど

で
、
受
給
者
と
対
象
児
童
が
別
居

し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居
監
護

事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願
書
」
に

居
住
地
域
の
民
生
委
員
の
証
明
を

受
け
、
ほ
か
の
必
要
書
類
と
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

対
象
児
童
が
養
護
学
校
の
寄
宿

舎
に
入
寮
し
、
受
給
者
と
別
居
し

て
い
る
場
合
は
、
在
舎
証
明
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

・
高
齢
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

農
業
者
年
金
は
農
業
従
事
者
の
た
め

の
年
金
で
す

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

の
第
1
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
国
民
年
金
の
任
意
加

入
者
に
つ
い
て
は
65
歳
ま
で
加
入
で

き
ま
す
）。

加
入
者
本
人
で
年
金
原
資
を
積
み
立

て
る
確
定
拠
出
型
年
金
で
す

自
分
で
積
み
立
て
る
た
め
、
加
入

者
・
受
給
者
の
数
に
よ
っ
て
、
年
金

額
が
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金

制
度
で
す
。

保
険
料
は
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て

設
定
で
き
ま
す

保
険
料
は
、
加
入
者
が
自
由
に
選

択
で
き
ま
す
。
月
額
最
低
２
万
円
か

ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位

で
の
設
定
が
で
き
、
収
入
の
状
況
な

ど
に
応
じ
て
保
険
料
の
増
・
減
額
も

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
つ
い
て
は
、
月
額
最

低
1
万
円
か
ら
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

80
歳
ま
で
の
保
障
が
つ
い
た
終
身

年
金
で
す

加
入
者
が
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場

合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
年
金
額
に
相
当
す
る
金
額

が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

農
業
者
年
金
を

ご
存
じ
で
す
か

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

乳がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対　象　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）　
　　　　の浜田市に住民票がある女性で、２年に１
　　　　回の受診間隔の人
予約先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00､ 14:00～16:00

実施期間

令和９年２月26日㈮まで
毎週火・木・金曜日
※　休診日を除く
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

８月各種がん検診の日程

※　次の人は、検査を受けられません。
・ペースメーカー装着者
・妊娠中、授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためVPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人
・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対　象　20歳以上65歳まで（昭和36年４月２日～平成19

  年４月１日生まれ）の女性で浜田市に住民票が
　　　　ある人
予約先　各医療機関へ予約してください。

実施期間

山根病院　三隅分院
レディースクリニック（三隅町）
令和９年２月25日㈭まで
浜田医療センター内　健診センター
令和９年２月26日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院　☎32４３４３
レディースクリニック（三隅町）
実施日（予約受付）
　　　　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第１､ 第３土曜日 9:00～12:00
　　　　※　休診日を除く

浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00
実施日　　毎週月～金曜日
　　　　　※　休診日を除く
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対　象　　20歳以上（平成19年４月１日以前生まれ）
　　　　　の女性で浜田市に住民票がある人
予約先　　 島根県環境保健公社
　　　      ☎０５７０‐０８５‐１１１（音声案内後③）
予約受付　平日　8:30～12:00
               13:00～17:15

実施日 受付時間 会　場

８月５日㈬

8:45～ 9:30 小国 まめな会館
10:00～11:30 雲城ふれあいジム・かなぎ
13:00～14:00 今福 ふれあい会館
14:30～14:40 木田生活改善センター
15:00～15:10 和田まちづくりセンター

胃がん検診（要予約）
対　象 40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）
　　　　で浜田市に住民票がある人
予約先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０‐０８５‐１１１
　　　　（音声案内後③）
予約受付　平日   8:30～12:00
               13:00～17:15

実施日 受付時間 会　場

８月５日㈬
8:45～ 9:30 小国 まめな館
10:00～11:30 雲城 ふれあいジム・かなぎ
13:00～14:00 今福 ふれあい会館

※　検査の前日から禁煙してください。
※　食べたものが胃に残っていると検査できません。
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶食
です。午後に受診する場合は、受診６時間前までに必
ず食事を済ませてください。
※　受診２時間前までは、コップ１杯程度の飲水は可能
です。
※　血圧・心臓・脳疾患の薬を朝服用している人は、受
付２時間前までにコップ１杯程度の水で飲んでくださ
い。そのほかの薬は主治医の指示に従ってください。
※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギーを
起こしたことがある人、腸閉塞になったことがある人、
病気のため水分摂取制限がある人、妊娠中の人は検査
できません。
避けたほうが良い食品
　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・ねり製品・こんにゃく・
海藻類・きのこ・いもなど

子宮頸がん
検診（検診車）
予約は
こちらから
できます

・体調が優れない人は受診を控えてください。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化リス
クの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）に
感染を広げないため、検診時のマスク着用のご協力
をお願いします。
・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合、２回目
以降全額自己負担となります（妊婦健診のHPV検
査含む）。
・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間隔
に当てはまらない場合、受診をお断りすることがあ
ります。

胃がん検診（検診車）
予約はこちらから
できます

問合せ 健康医療保険課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

問
合
せ

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン

タ
ー
納
税
課

☎
㉙
５
５
２
３



広報はまだ：令和８年８月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2425 広報はまだ：令和８年８月号

保
険
・
医
療

年

金

福
祉
医
療
費
医
療
証

（
資
格
証
）
更
新
の
お
知
ら
せ

更
新
の
必
要
な
人

福
祉
医
療
受
給
対
象
者

（
有
効
期
限
が
令
和
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
人
）

※

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
８
月

上
旬
に
更
新
手
続
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

提
出
期
限

８
月
24
日
㈪

※

事
務
処
理
の
都
合
上
、
期
限
を

定
め
ま
す
が
、
期
限
が
過
ぎ
て
も

申
請
は
で
き
ま
す
。

※

所
得
要
件
に
よ
り
、「
福
祉
医

療
受
給
非
該
当
」
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付
し

ま
す
）

②
対
象
者
本
人
及
び
同
一
世
帯
全
て

の
人
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
）

③
対
象
者
の
健
康
保
険
の
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
又
は
資
格
確
認
書

④
福
祉
医
療
費
医
療
証
又
は
資
格
証

（
有
効
期
限
が
令
和
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
も
の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提
示

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
も
の

（
該
当
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
）

問
合
せ

健
康
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

８
月
28
日
〜
９
月
３
日
は
、

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

相
談
」
強
化
週
間
で
す

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
ど
も
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

8
月
28
日
㈮
か
ら
9
月
３
日
㈭
ま
で

の
1
週
間
を
、
全
国
一
斉
「
こ
ど
も

の
人
権
相
談
」
強
化
週
間
と
定
め
、

次
の
と
お
り
、
相
談
受
付
時
間
を
通

常
よ
り
延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
学
校
生

活
や
日
常
生
活
の
中
で
悩
み
が
あ
る

人
や
そ
の
保
護
者
の
人
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人

権

相
談
方
法
な
ど

専
用
相
談
電
話

「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

法
務
局
L
I
N
E
じ
ん
け
ん
相
談

検
索
I
D

@
linejinkensoudan

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）

相
談
員

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ

松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
５
２
32
４
２
６
０

浜
田
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に

お
い
て
、
夏
季
休
業
中
に
、
次
の
と

お
り
学
校
を
閉
庁
し
ま
す
。
閉
庁
期

間
中
に
、
学
校
へ
の
連
絡
が
必
要
な

場
合
は
、
次
の
連
絡
先
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
担
当
課
か
ら
学
校
の
管

理
職
に
連
絡
し
ま
す
。

学
校
閉
庁
期
間
（
７
日
間
）

８
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰

コアラ

サントソ ニコラス さん

国際交流員コラム

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁

期
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

オーストラリアのかわいい大使たち

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

　今回が私の最後のコラムになります。
　今まで読んでいただいた皆さん、また、国際
交流員の活動で出会った皆さん、大変お世話に
なりました。
　「広報はまだ」をとおして、オーストラリア
の食文化やスポーツ、学校生活などのテーマを
伝えることができました。
　８月にはオーストラリアに帰国しますが、浜
田市での思い出を忘れずに頑張っていきたいと
思います。
　Thank you, Hamada ！ Hope to see you 
all again, soon ～

　皆さん、こんにちは。国際交流員ニコラスです。
　日本の代表的なポップカルチャーと言えば、ポケモ
ンやかわいいゆるキャラですが、オーストラリアには
どんなものがあるかご存じでしょうか。
　オーストラリアで日本のポップカルチャーに当たる
ものといえば、動物です！
　世界でもユニークな動植物が存在するオーストラリ
アでは、コアラやカンガルーなどのかわいさを活

い

かし
てオーストラリアの魅力を発信しています。
　例えば、首脳会議などの壮大な外交イベントでは、
コアラとのふれあい時間が設けられています。また、
友好関係をより深めるために、コアラを相手国の動物
園に贈呈します。動物による文化交流によって、世界
の人々がオーストラリアの動植物について学ぶことが
でき、国の魅力も感じられます。
　次に、オーストラリアの動物が、世界中のどこの動
物園にいるかを紹介します。
　穴を掘るウォンバットはヨーロッパに約８匹いま
す。チェコでは2021年に初めてウォンバットがやって
きましたが、その子は実はドイツで生まれた子です。

U
・
I
タ
ー
ン
枠

対
象

県
外
の
看
護
師
養
成
施
設

（
准
看
・
通
信
制
除
く
）
に
在
学

し
、
将
来
、
島
根
県
内
で
看
護
師

の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

過
疎
・
離
島
枠

対
象

看
護
職
員
（
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
）
の

養
成
施
設
に
在
学
し
、
将
来
、
島

根
県
内
の
過
疎
地
域
・
離
島
で
看

護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
人

助
産
師
枠

対
象

助
産
師
養
成
施
設
に
在
学
し
、

将
来
、
島
根
県
内
で
助
産
師
の
業

務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

共
通
事
項

貸
与
額

60
万
円

（
在
学
中
１
回
限
り
、一
括
貸
与
）

申
込
締
切

８
月
７
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

募
集
人
数

全
枠
合
わ
せ
て
50
人

※

所
定
の
期
間
、
県
内
の
指
定
医

療
機
関
な
ど
で
勤
務
し
た
場
合
に

は
、
奨
学
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

詳
細
は
、
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度

島
根
「
ふ
る
さ
と
」
看
護
奨

学
金
貸
与
生
を
募
集
し
ま
す

問
合
せ

島
根
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課

看
護
職
員
確
保
ス
タ
ッ
フ

☎
０
８
５
２
㉒
５
６
１
３

島根県
ホームページ
はこちらから
見られます

カンガルー

Thank you!

　アメリカのシンシナティ動物園にはカンガルーの
群れがいて、同じ施設内に笑っているような鳴き声
が有名なワライカワセミもいます。
　日本では、埼玉県の動物園にクオッカがいます。
いつもニコニコした顔をするクオッカたちは毎日
ファンをメロメロにします。
　大阪府の動物園には、世界最高齢の「ワイン」と
いう名前のウォンバットがいます。1989年にオース
トラリアのタスマニア島から、友好関係事業によっ
て大阪に贈られました。
　オーストラリアのかわいい大使たちのおかげで、
世界の人々にオーストラリアの魅力を伝えることが
でき、同時に、動物たちを贈ることによって、友好
関係を築くことができています。
　皆さんはオーストラリアの動物に会ったことがあ
りますか？

オーストラリアの動物たち

連
絡
先

・
幼
稚
園

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
保
育
所

幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

・
小
中
学
校

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
事
保

健
係

☎
㉕
９
７
１
０

訂
正「広

報
は
ま
だ
」
7
月
号
の
9

ペ
ー
ジ
に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

「
市
長
日
記
（
令
和
８
年
５
月
）」
内

・
５
月
18
日

浜
田
地
区
保
護
司

会
総
会
出
席

※

別
の
会
議
の
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
、
正
し
い
写
真

を
掲
載
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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教
室・講
座

共
通

講
座
内
容

下
表
の
と
お
り

定
員

各
講
座
10
人

申
込
み

各
申
込
締
切
日
ま
で
に
左

記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
浜

田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

浜
田
国
際
交
流
協
会

Ⅱ
学
期
語
学
講
座

講座内容

講座 部門 日程 時間 場所 料金 締切日

中国語講座

入門Ⅱ
昼の部 ８月20日㈭、

９月３日㈭、17日㈭、
10月15日㈭、29日㈭

午後１時30分～３時

浜田まちづくり
センター

会員
1,000円
非会員
2,000円

【入門】
８月17日㈪入門Ⅱ

夜の部 午後７時～８時30分

初級Ⅱ
昼の部 ８月27日㈭、９月10日㈭、

10月１日㈭、22日㈭、
11月５日㈭

午後１時30分～３時
【初級】
８月24日㈪初級Ⅱ

夜の部 午後７時～８時30分

韓国語講座
初級Ⅱ ８月18日㈫、25日㈫、

９月１日㈫、８日㈫、
15日㈫、29日㈫、
10月６日㈫、20日㈫、
27日㈫、11月10日㈫

午後７時～８時30分
浜田まちづくり
センター

会員
2,000円
非会員
4,000円

８月13日㈭
中級Ⅱ 午後４時～５時30分

ベトナム語
講座

入門Ⅱ ８月24日㈪、９月７日㈪、
14日㈪、28日㈪、
10月５日㈪、19日㈪、
26日㈪、11月９日㈪、
16日㈪、30日㈪

午後３時30分～５時 まちなか交流
プラザ 会員

2,000円
非会員
4,000円

８月19日㈬
初級Ⅱ 午後７時～８時30分 石見まちづくり

センター

こちらから
申し込めます

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

11
月
１
日
㈰

受
付
期
間

８
月
21
日
㈮
〜
９
月
4
日
㈮

試
験
地

浜
田
市
・
出
雲
市
・
隠
岐
の
島
町

試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
第
1
類
〜

第
6
類
・
丙
種

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

対
象

①
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に
従

事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
は
、
そ

の
日
か
ら
1
年
以
内

※

た
だ
し
、
過
去
2
年
以
内
に
免

状
の
交
付
又
は
講
習
を
受
け
て
い

る
場
合
に
は
、
免
状
交
付
日
又
は

受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
4

月
1
日
か
ら
3
年
以
内

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引
き

続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、
前
回
受
講
日

以
後
に
お
け
る
最
初
の
4
月
1
日

か
ら
3
年
以
内

日
時
・
場
所

①
９
月
9
日
㈬

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル

（
益
田
市
）

②
９
月
10
日
㈭

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
西
部
研
修
会
館

定
員

①
50
人
②
80
人

申
込
み
・
問
合
せ

各
回
の
10
日
前
ま
で
に
、
手
数
料

（
５
３
０
０
円
）
を
電
子
納
付
又

は
納
付
書
で
支
払
い
の
上
、
申
請

書
を
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連

合
会
へ

☎
０
８
５
２
㉒
７
２
０
２

※

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

各
種
受
験
案
内
、
願
書
、
申
請

書
は
消
防
本
部
、
各
消
防
署
・
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

日
時

８
月
13
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

１
階
研
修
室

内
容

将
棋
の
ル
ー
ル
説
明
や
基
本

的
な
戦
い
方
の
解
説
、
参
加
者
同

士
で
対
局

料
金

無
料

問
合
せ

浜
田
将
棋
ク
ラ
ブ

代
表

曽
根
さ
ん

☎
０
８
０
‐
６
２
４
９
‐
１
０
９
５

浜
田
将
棋
ク
ラ
ブ

初
心
者
向
け
の
将
棋
教
室

笑
い
ヨ
ガ
＆
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
＆

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク

対
象お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
浜
田
市
民

日
時

８
月
６
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師

髙
島
美
妃
さ
ん

（
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定
員

30
人

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

８
月
４
日
㈫
ま
で
に
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
又
は
健
康
医
療
保
険

課
健
康
づ
く
り
係
へ

☎
㉕
９
３
１
１

笑
っ
て
測
っ
て
！

す
こ
や
か
元
気
講
座

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
８
月
10
日
㈪

以
降
。

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

日
時

８
月
12
日
㈬
・
９
月
9
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金

無
料

問
合
せ

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉗
８
５
１
０

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

資
格・試
験

し
ま
ね
景
観
賞
募
集

景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

ま
ち
な
み
な
ど

募
集
部
門

①
ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動
部
門

②
土
木
施
設
部
門

③
公
共
建
築
物
部
門

④
民
間
建
築
物
部
門

⑤
屋
外
広
告
物
・
そ
の
他
部
門

申
込
み
・
問
合
せ

8
月
31
日
㈪
ま
で
に
島
根
県
土
木

部
都
市
計
画
課
へ

☎
０
８
５
２
㉒
６
１
４
３

詳細は
こちらから
見られます

一
般
選
抜
検
定

①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

対
象

高
等
学
校
卒
業
又
は
卒
業
見

込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
の

あ
る
人

②
建
築
科

対
象

原
則
中
学
校
以
上
を
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
人

③
機
械
加
工
・
溶
接
科

対
象

原
則
中
学
校
以
上
を
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
人

推
薦
選
抜
検
定
（
②
③
の
み
）

対
象

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

入
校
検
定
日

・
推
薦
選
抜
試
験
（
②
③
の
み
）

９
月
19
日
㈯

・
一
般
選
抜
試
験
（
①
②
③
共
通
）

10
月
30
日
㈮

募
集
期
間

・
推
薦
選
抜
試
験
（
②
③
の
み
）

８
月
18
日
㈫
〜
９
月
３
日
㈭

・
一
般
選
抜
試
験
（
①
②
③
共
通
）

９
月
４
日
㈮
〜
10
月
16
日
㈮

定
員

各
科
10
人

訓
練
期
間

１
年
間

選
抜
方
法

・
推
薦
選
抜
試
験
（
②
③
の
み
）

面
接

・
一
般
選
抜
試
験
（
①
②
③
共
通
）

学
力
検
査
（
国
語
・
数
学
）、
面
接

検
定
会
場

西
部
高
等
技
術
校
（
益
田
市
）

西
部
高
等
技
術
校

入
校
生
募
集

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

一
次
試
験

10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

（
２
日
間
）

受
付
期
間

８
月
20
日
㈭
〜
９
月
7
日
㈪

試
験
地

米
子
市
、
広
島
市
ほ
か

受
験
料

な
し

※

在
学
中
は
給
与
を
支
給
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
人
事
院
又
は
海
上
保

安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
㉗
０
７
７
０

令
和
９
年
４
月
入
校

海
上
保
安
官（
国
家
公
務
員
）

養
成
の
学
生
採
用
試
験

介
護
の
悩
み
相
談

日
時

8
月
12
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ス
ー
パ
ー
ダ
ッ
プ
ス

レ
ジ
横
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

料
金

無
料

問
合
せ

ほ
ほ
え
み
ラ
イ
フ

㈲
齋
藤
ア
ル
ケ
ン
工
業
福
祉
事
業
部

☎
㉕
０
３
０
９

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

入
会
説
明
会
日
時

毎
月
20
日

午
後
１
時
30
分

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

内
容

除
草
・
清
掃
・
剪せ

ん
て
い定

・
家
事

手
伝
い
・
会
社
な
ど
へ
の
派
遣
就

業
な
ど

入
会
金

２
０
０
０
円
（
年
会
費
）

問
合
せ

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
４
６
８
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

こちらから
申し込めます

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０
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対
象

ふ
れ
あ
い
防
火
教
室

市
内
幼
稚
園
・
保
育
所(

園)

の
園

児
を
含
む
家
族

防
災
教
室

事
業
所
や
地
域
の
防
災

訓
練
に
参
加
で
き
て
い
な
い
人

日
時

８
月
30
日
㈰
（
雨
天
実
施
）

午
前
９
時
〜
11
時

場
所

消
防
本
部

内
容

地
震
体
験
、
放
水
体
験
、
煙

体
験
、
水
消
火
器
を
使
用
し
た
消

火
訓
練
な
ど

定
員

ふ
れ
あ
い
防
火
教
室

家
族
30
組
程
度
（
先
着
）

防
災
教
室

10
人
程
度
（
先
着
）

親
子
ふ
れ
あ
い
防
火
教
室
・

防
災
教
室

熱
を
も
っ
て
熱
を
制
す

韓
国
の
伏
日
料
理

日
時

８
月
８
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

福
島
明み

ょ
ん
す
く淑
さ
ん

定
員

15
人
（
先
着
）

料
金

・
会
員　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

・
非
会
員　
　
　
　
１
０
０
０
円

申
込
み

８
月
６
日
㈭
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

こちらから
申し込めます

料
金

無
料

※

ふ
れ
あ
い
防
火
教
室
参
加
の
子

ど
も
に
は
消
防
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

申
込
み

８
月
14
日
㈮
ま
で
に
消
防

本
部
予
防
課
保
安
係
へ

☎
㉒
１
１
６
７

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

日
時

８
月
23
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

２
階

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
（
午
後
5
時
以
降
）

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

第
２
７
３
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

学
習
会「
疫
病
が
動
か
し
た

日
本
史
郷
土
史
」

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
時

８
月
15
日
㈯

午
後
４
時
〜
８
時

場
所

市
役
所
弥
栄
支
所
前

イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容

石
見
神
楽
上
演
、
打
上
花
火
、

地
元
出
身
の
演
歌
歌
手
山
崎
て
い

じ
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
上
演
、
特
産
品
販

売
、
地
元
集
落
な
ど
に
よ
る
出
店

コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実

行
委
員
会

☎
48
２
１
１
２

お
出
か
け

高
校
生
が
描
い
た
原
爆
の
絵
パ
ネ
ル
展

平
和
へ
の
願
い
今
こ
そ

日
時

・
８
月
１
日
㈯

午
後
１
時
〜
５
時

・
８
月
２
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
８
月
３
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

日
時

８
月
８
日
㈯

午
後
１
時
〜
８
時

場
所

石
州
和
紙
会
館

内
容

う
ち
わ
作
品
や
和
紙
灯
り
の

展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

料
金

無
料

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
は
有
料
）

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

和
紙
と
灯
り
の
夕
べ
２
０
２
６
夏

灯
り
で
つ
な
が
る

ア
ー
ト
な
世
界

対
象

発
達
障
が
い
支
援
に
関
わ
る

人
、
関
心
の
あ
る
人
な
ど

日
時

9
月
12
日
㈯

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
35
分

場
所

い
わ
み
ー
る
４
０
１
・

４
０
２
研
修
室

内
容

①
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
公
演

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
島
根
の
皆

さ
ん

②
講
演

あ
ー
さ
さ
ん(

漫
画
家
・

元
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員)

定
員

80
人
程
度

料
金

無
料

こちらから
申し込めます

発
達
障
が
い
地
域
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
2
0
2
6

日
時

９
月
12
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場
所

消
防
本
部

２
階
会
議
室

定
員

24
人

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

９
月
４
日
㈮
ま

で
に
消
防
本
部
警
防
課
へ

☎
㉕
５
１
６
７

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

申込書は
こちらから
ダウンロード
できます

救
命
講
習

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法

と
気
道
異
物
除
去
法

申込みは
こちらから
もできます

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠

こ
こ
ろ
と
睡
眠

日
時

９
月
13
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

講
師

松
谷
ひ
ろ
み
さ
ん

（
看
護
栄
養
学
部
講
師
）

定
員

20
人

料
金

無
料

申
込
み

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
又
は
島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ

ン
パ
ス
管
理
課
へ

☎
０
８
５
３
⑳
０
２
０
０

こちらから
申し込めます

島
根
県
立
大
学

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

対
象

一
通
り
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で

き
て
３
日
間
参
加
可
能
な
就
職
を

希
望
し
て
い
る
人

日
時

９
月
９
日
㈬
〜
11
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

３
０
２
教
室
（
江
津
市
）

定
員

12
人

※

選
考
の
上
連
絡
し
ま
す
。

料
金

無
料

問
合
せ

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

☎
㉕
５
２
０
７

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー

就
労
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

in
江
津
（
基
礎
＆
応
用
編
）

日
時
・
場
所

①
９
月
10
日
㈭
〜
12
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

い
わ
み
ー
る

②
10
月
15
日
㈭
〜
17
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ミ
レ
青
山
（
江
津
市
）

※

各
回
と
も
3
日
間
で
1
回

定
員

各
回
20
人

料
金

無
料

申
込
み

①
は
8
月
28
日
㈮
、
②
は

10
月
２
日
㈮
ま
で
に
介
護
労
働
安

定
セ
ン
タ
ー
島
根
支
部
へ

☎
０
８
５
２
㉕
８
３
０
２

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

介
護
の
入
門
的
研
修

対
象

・
子
育
て
中
の
保
護
者

・
孫
が
い
る
人
又
は
そ
の
予
定
の
あ

る
人

・
育
児
支
援
サ
ポ
ー
ト
に
関
わ
る
人

又
は
興
味
の
あ
る
人

日
時

９
月
５
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
す
く
す
く
」

内
容

最
近
の
育
児
に
つ
い
て
、
子

ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
と
予
防
に
つ

い
て
、
子
ど
も
の
遊
び
に
つ
い
て
、

離
乳
食
の
コ
ツ
や
子
ど
も
が
喜
ぶ

簡
単
な
お
や
つ
の
紹
介
と
試
食

（
全
て
赤
ち
ゃ
ん
〜
幼
児
頃
ま
で

の
話
）
＋
座
談
会

料
金

無
料

子
育
て・孫
育
て
を
楽
し
も
う
！

講
座

申込みは
こちらから
もできます

対
象

・
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
障
が

い
者
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人

・
講
習
会
終
了
後
、「
全
国
統
一
要

約
筆
記
者
認
定
試
験
」
を
受
験
し
、

島
根
県
意
思
疎
通
支
援
者
（
要
約

筆
記
者
）
と
し
て
活
動
で
き
る
人

日
時

８
月
29
日
㈯
〜
令
和
９
年
10

月
末
日
（
予
定
）
の
土
・
日
曜
日

場
所

益
田
市
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
み
の
里

令
和
８
・
９
年
度

島
根
県

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

申込みは
こちらから
もできます

対
象

介
護
職
と
し
て
福
祉
職
場
に

就
職
を
希
望
す
る
人

※

資
格
・
経
験
不
問

※

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
求
職
登
録
が
必
要

日
程

Ａ
コ
ー
ス

福
祉
の
基
礎
知
識
を
知

ろ
う
！

８
月
28
日
㈮

Ｂ
コ
ー
ス

声
掛
け
で
変
わ
る
〜
接

遇
編
〜

９
月
17
日
㈭

Ｃ
コ
ー
ス

現
場
で
よ
く
あ
る
困
っ

た
場
面
〜
対
応
編
〜

10
月
６
日
㈫

Ｄ
コ
ー
ス

基
本
か
ら
腰
痛
予
防
ま

で
〜
技
術
編
〜

10
月
８
日
㈭

共
通

時
間午

前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場
所い

わ
み
ー
る
１
０
１
・
１
０
２

講
師

山
本
克
哉
さ
ん

（
島
根
県
介
護
福
祉
士
会

会
長
）

定
員

各
コ
ー
ス
15
人

料
金

無
料

申
込
期
限

Ａ
コ
ー
ス

８
月
14
日
㈮

Ｂ
コ
ー
ス

９
月
3
日
㈭

Ｃ
コ
ー
ス

9
月
17
日
㈭

Ｄ
コ
ー
ス

9
月
25
日
㈮

※

各
コ
ー
ス
正
午
ま
で

福
祉
・
介
護
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

申込書は
こちらから
ダウンロード
できます

申
込
み
・
問
合
せ

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉

協
議
会

石
見
支
所
へ

☎
㉔
９
３
４
０

料
金

無
料

問
合
せ
新
日
本
婦
人
の
会
浜
田
支
部

☎
０
９
０
‐
２
０
０
０
‐
１
６
３
９

日
時

８
月
23
日
㈰

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所

松
原
小
学
校

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　
　
　
　
無
料

問
合
せ

中
尾
さ
ん

☎
０
８
０
‐
６
３
３
６
‐
７
９
５
５

夏
季
書
道
講
習
会

定
員

手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
各
コ
ー

ス
16
人

※

両
コ
ー
ス
同
時
に
受
講
で
き
ま

す
。
５
人
に
満
た
な
い
コ
ー
ス
は

開
講
し
ま
せ
ん
。

料
金

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
別
途
必
要
）

申
込
み
・
問
合
せ

８
月
12
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
益

田
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ

み
の
里
手
話
通
訳
事
業
部
へ

☎
０
８
５
６
㉛
５
１
０
０

申
込
み

９
月
３
日
㈭
ま
で
に
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉒
１
２
５
３

申
込
み
・
問
合
せ

９
月
６
日
㈰
ま

で
に
島
根
県
西
部
発
達
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ド
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

☎
㉘
0
2
0
8
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７
月
20
日
㈷
〜
８
月
31
日
㈪
は
夏
休

み
期
間
の
た
め
毎
日
開
館
。
開
館
時

間
も
午
後
６
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

8
月
11
日
㈷
〜
8
月
16
日
㈰
の
期
間

中
は
、
通
常
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お

休
み
し
ま
す
。

夏
休
み
限
定
イ
ベ
ン
ト

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

対
象

小
・
中
学
生

（
１
人
で
も
参
加
で
き
る
人
）

日
時

８
月
31
日
㈪
ま
で

①
午
前
11
時
〜

②
午
後
２
時
〜

※

１
日
２
回
実
施
、
各
30
分
程
度

定
員

各
回
12
人

料
金

１
人
５
０
０
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要

申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
受
付

ペ
ン
ギ
ン
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

日
時８

月
23
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

午
後
12
時
30
分
〜
（
５
分
程
度
）

※

8
月
11
日
㈷
、
15
日
㈯
、
16
日

㈰
は
除
く

場
所

ペ
ン
ギ
ン
館
１
階

屋
外
側
プ
ー
ル

夏
の
特
別
展

烏
賊
VS
蛸
〜
く
ら
べ
て
分
か
る
⁉

あ
な
た
は
ど
っ
ち
派
？
〜

期
間

10
月
12
日
㈷
ま
で

場
所

３
階
特
別
展
示
室

ナ
イ
ト
ア
ク
ア
ス

日
時

・
８
月
22
日
㈯

午
後
6
時
〜
９
時

・
９
月
12
日
㈯

午
後
5
時
〜
９
時

※

昼
の
チ
ケ
ッ
ト
や
年
間
パ
ス
ポ

ー
ト
で
も
入
館
で
き
ま
す
。

こ
ど
も
美
術
館
展
覧
会
in
ア
ク
ア
ス

期
間

９
月
27
日
㈰
ま
で

場
所

3
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
横

内
容

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

の
開
催
す
る
展
覧
会
「
さ
わ
っ
手

た
の
し
む
タ
ッ
チ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ⅱ
〜
森
と
海
〜
」
に
あ
わ
せ
、
東

京
工
芸
大
学
芸
術
学
部
の
学
生
が

作
成
し
た
ア
ー
ト
作
品
な
ど
を
展

示
。

体
験
時
間

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※

8
月
８
日
㈯
〜
16
日
㈰
は
除
く

料
金

無
料

※

別
途
入
館
料
が
必
要

８
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

２
日
㈰

休
演
日

９
日
㈰

休
演
日

11
日
㈷

休
演
日

13
日
㈭

有
福
神
楽
保
持
者
会

14
日
㈮

後
野
神
楽
社
中

15
日
㈯

岡
﨑
神
楽
社
中

16
日
㈰

休
演
日

23
日
㈰

休
演
日

30
日
㈰

休
演
日

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
・
マ
ル
シ
ェ

グ
ラ
ン
ト
ワ
で
楽
し
む
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

日
時

８
月
23
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

ホ
ワ
イ
エ

ほ
か

内
容

企
画
展
「
カ
イ
・
フ
ラ
ン
ク

展
」
に
関
連
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
文
化
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

料
金

無
料
（
一
部
有
料
）

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

第
１
９
９
４
回
ト
ヨ
タ

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

山
陰
フ
ィ
ル
・
わ
く
わ
く
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
in
グ
ラ
ン
ト
ワ

日
時

10
月
18
日
㈰

午
後
2
時
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ

大
ホ
ー
ル

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
ま
す
♪

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

「
国
宝
」

日
時

９
月
27
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
25
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
25
分

（
上
映
時
間
１
７
５
分
）

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内
容

吉
田
修
一
さ
ん
の
小
説
「
国

宝
」
を
原
作
に
し
た
日
本
映
画
で

主
演
吉
沢
亮
さ
ん
。
歌
舞
伎
の
世

界
を
舞
台
に
、
稀
代
の
女
方
の
人

生
を
描
い
た
大
作
で
、
日
本
で
大

ヒ
ッ
ト
し
多
数
の
映
画
賞
を
受
賞

し
た
作
品
。

料
金
（
前
売
り
）

・
大
人　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

・
小
学
生
〜
大
学
生　
　
８
０
０
円

※

当
日
券
は
大
人
３
０
０
円
増
、

小
学
生
〜
大
学
生
２
０
０
円
増

※

ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
使
用
可

※

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭
を

午
前
９
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

※

Ｐ
Ｇ
12
指
定
（
小
学
生
ま
で
は

保
護
者
の
指
導
や
助
言
が
必
要
の

た
め
、
要
保
護
者
同
伴
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、
ラ
・
ペ
ア
ー

レ
浜
田
、
島
根
県
立
大
学
売
店
、

石
正
美
術
館
、
浜
田
市
教
育
委
員

会
文
化
振
興
課
、
江
津
市
総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
、
松
風
堂

©吉田修一／朝日新聞出版
©2025映画「国宝」製作委員会

対
象

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成

19
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

日
時

令
和
9
年
１
月
３
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

特
記
事
項

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
皆

さ
ん
へ
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※

現
在
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る

（
浜
田
市
出
身
で
な
く
て
も
可
）

又
は
浜
田
市
出
身
で
現
在
市
外
に

住
ん
で
い
る
人
が
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係

☎
㉕
９
２
０
４

令
和
９
年

二
十
歳
の
集
い

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時

９
月
16
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

１
０
０
０
円

こちらから
申し込めます

日
時

９
月
15
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

申
込
み

８
月
21
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内
浜
田
市
水
産

業
振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

遺
族
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
列

で
き
ま
す
。
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
ぜ
ひ
参
列
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
５
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㉒
０
０
９
４

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式

浜
田
市
長
旗
争
奪
野
球
大
会

対
象市

内
の
職
域
、
同
好
会
チ
ー
ム

（
中
・
高
校
生
は
中
学
３
年
生
以

上
３
人
ま
で
可
）

日
時

８
月
30
日
㈰
〜
10
月
12
日
㈷

場
所

浜
田
市
野
球
場
ほ
か

料
金

１
５
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

８
月
16
日
㈰
ま

で
に
浜
田
市
野
球
連
盟
事
務
局

村
木
勝
也
さ
ん
へ

☎
０
９
０
‐
１
６
８
２
‐
９
１
１
０

※

詳
細
は
、浜
田
市
野
球
連
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホームページ
はこちらから
見られます

「
歌
と
音
楽
の
お
も
ち
ゃ
箱
」
を

テ
ー
マ
に
、
ジ
ブ
リ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
曲
か
ら
気
軽
に
聞
け
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
ま
で
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
音

楽
を
お
届
け
し
ま
す

日
時

８
月
30
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜

場
所パ

レ
ッ
ト
ご
う
つ

２
階
ホ
ー
ル

料
金

・
高
校
生
以
上　
　
１
５
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　
　
５
0
０
円

・
小
学
生
以
下　
　
　
　
　
無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
せ

（
一
社
）
石
見
音
楽
文
化
振
興
会

☎
０
９
０
‐
３
０
８
８
‐
０
３
３
３

E-m
ail

：iw
am
iongaku@

gm
ail..com

WEB予約は
こちらから
できます

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

8
月
29
日
㈯

①
午
前
９
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

定
員

各
５
人
程
度
（
先
着
順
）

持
参
品
写
真
デ
ー
タ（
２
〜
５
点
）

※

Ｕ
Ｓ
Ｂ
又
は
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
に
入

れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み

８
月
25
日
㈫
ま
で
に
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
又
は
文
化
振

興
課
芸
術
文
化
振
興
係
へ

☎
㉕
９
７
３
０

第
57
回
浜
田
市
美
術
展

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
写
真
教
室

プ
リ
ン
ト
大
伸
ば
し
体
験

こちらから
申し込めます

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

ｓ
ｅ
ｋ
ｉ
ｏ
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
２
０
２
６

出
場
者
大
募
集

日
時

10
月
18
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

募
集
数

25
組
程
度

料
金

無
料

参
加
条
件

Ｈ
Ｉ
Ｐ
‐
Ｈ
Ｏ
Ｐ
、
Ｋ

‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
、
Ｒ
＆
Ｂ
の
い

ず
れ
か
で
エ
ン
ト
リ
ー

※

３
人
以
上
で
参
加

（
小
学
生
〜
大
人
ま
で
）

特
典

・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
３
万
円

１
組

・
特
別
賞
１
万
円

１
組

申
込
み

９
月
30
日
㈬
午
後
５
時
ま

で
に
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
石
央
文

化
ホ
ー
ル
ヘ

※

募
集
要
項
及
び
申
込
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
５
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

場
所J

A
し
ま
ね

い
わ
み
中
央
地
区

本
部

農
産
物
総
合
集
出
荷
施
設

内
容

ぶ
ど
う
（
ピ
オ
ー
ネ
・
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
）
販
売
、
石
見

神
楽
上
演
、
お
楽
し
み
抽
選
会

問
合
せ

J
A
し
ま
ね

い
わ
み
中
央
地
区

本
部

営
農
経
済
部
特
産
課

☎
㉒
８
８
１
８

ぶ
ど
う
祭
り

日
時

８
月
29
日
㈯

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
８
時
15
分

場
所

三
隅
中
央
会
館

料
金

・
前
売
り　
　
　
　

２
０
０
０
円

・
当
日　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

・
小
学
生
以
下　
　
　
　
　
無
料

問
合
せ

三
隅
町
石
見
神
楽
社
中
協

議
会

事
務
局

一
ノ
谷
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
７
‐
５
３
４
３

三
隅
町
石
見
神
楽
社
中
協
議
会

三
隅
の
石
見
神
楽
舞
い



広報はまだ：令和８年８月号

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

33 32広報はまだ：令和８年８月号

展
覧
会
の
お
知
ら
せ「星空の月火美人」

石本正 2012年

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 ８月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 10日㈪･24日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ３日㈪･10日㈪
17日㈪･24日㈪
31日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

ア
ク
ア
ス
出
前
講
座

「
身
近
な
水
辺
の
生
き
物
た
ち

〜
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
る
？
〜
」

「
夏
の
星
空
観
察
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　この本は、タイトルのとおり32歳ま
で本を読んだことがない、みくのしん
さんが、友人のかまどさんにサポート
してもらいながら本を読んでいく様子
を記録したものです。取り上げるのは
太宰治「走れメロス」、有島武郎「一
房の葡萄」、芥川龍之介「杜子春」、そ
して「変な家」などで知られる雨穴さ
んがこのためだけに書下ろした短編

かまど[著]　みくのしん[著]　大和書房　019.0／カマ

司書がすすめるこの一冊

「本を読んだことがない32歳がはじめて本を読む」

図
書
館
に
ア
ク
ア
ス
が
や
っ
て
来
る
‼

ア
ク
ア
ス
の
皆
さ
ん
に
よ
る
水
辺
の
生
き

物
の
お
は
な
し
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時

８
月
８
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

中
央
図
書
館

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

夏
の
夜
空
を
み
ん
な
で
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
の
本
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
学
習
を

し
た
後
、
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
を
使
っ
て
観
察

し
ま
す
。

日
時

８
月
９
日
㈰

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
予
定
）

場
所

中
央
図
書
館
及
び
周
辺

対
象

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

定
員

10
組

申
込
期
限

８
月
３
日
㈪
ま
で

申
込
方
法

中
央
図
書
館
に
電
話
、窓
口
、メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

双
眼
鏡
の
あ
る
人
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

双
眼
鏡
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

企
画
展

「
彩
る
世
界

画
家
が
描
い
た
空そ

ら

・
地ち

・
水み

ず

」

会
期

８
月
23
日
㈰
ま
で

当
館
の
現
代
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

「
空
・
地
・
水
」
を
描
い
た
約
60
点
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
浜
田
市
出
身
の
石
本
正
を
は

じ
め
16
人
の
画
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
自

然
と
向
き
合
い
、
一
筆
一
筆
に
思
い
を
込
め

た
作
品
た
ち
。
絵
の
中
に
広
が
る
多
彩
な
世

界
観
を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

★
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

８
月
11
日
㈷

午
後
１
時
〜
２
時
（
申
込
不
要
）

集
合
場
所

石
本
正
記
念
展
示
室
入
口

※

当
日
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

◎
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜
日
に

家
族
で
来
館
し
た
高
校
生
以
下
の
観
覧
無
料
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

●
第
13
回
小
さ
な
世
界
展

会
期

８
月
５
日
㈬
〜
23
日
㈰

展示替え休館日
　８月24日㈪～９月11日㈮

「
40
㎝
四
方
に
収
ま
る
、
小
サ
イ
ズ
の
作
品

の
中
で
生
ま
れ
る
世
界
観
」
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
４
年
か
ら
開
催

し
て
き
た
公
募
展
で
す
。

「本棚」の４作品です。
　みくのしんさんは一文一文声に出し
ながら、気になる文章や言葉に突っ込
みを入れたり、自ら再現してみたりと
独自のスタイルで本を読んでいきます。
その着眼点が独特で、読んだことがあ
る本もより深く味わうことができます。
新しい読書のカタチにも出会える１冊
です。

出
品
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
小
さ
な
世
界
」
を
表

現
し
た
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

★
出
品
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

８
月
９
日
㈰

午
後
２
〜
３
時

会
場

石
正
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
無
料
）

作
品
に
込
め
た
思
い
を
出
品
者
に
お
話
い
た

だ
き
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
】

●
夏
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ー
ト
タ
イ
ム

期
間7

月
22
日
㈬
〜
８
月
21
日
㈮
ま
で
の
平
日

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

対
象

０
歳
か
ら
の
子
ど
も
と
家
族

内
容

①
み
る
…
「
こ
れ
な
ー
に
？
」
展
示
室
で
お
子

さ
ん
と
話
し
な
が
ら
の
鑑
賞
を
推
奨
す
る
時

間
（
要
観
覧
料
。
未
就
学
児
無
料
）

②
か
く
…
創
作
室
に
「
お
え
か
き
エ
リ
ア
」
登

場
！
美
術
館
の
画
材
を
使
っ
て
自
由
に
お
え

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

令
和
８
年
度

秋
学
期
（
10
月
開
講
）

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集

問
合
せ

学
務
課
キ
ャ
リ
ア
・
学
生

支
援
係

☎
㉔
２
３
９
６

プ
ラ
イ
ド
月
間
企
画

「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
に
虹
を
か
け

よ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た

Ｃシ

チ

ズ

ン

ｉ
ｔ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
Ｓサ

イ

エ

ン

ス

ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ

学
務
課
教
務
係

☎
㉔
２
２
１
３

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

パレードでの集合写真

国
際
関
係
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
准
教
授

池
田
麻
衣
子

Ｃ
ｉ
ｔ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ

Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
と
は
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
市

民
も
研
究
活
動
に
参
加
し
、
デ
ー
タ

の
収
集
や
分
析
、
情
報
発
信
な
ど
を

行
う
活
動
で
す
。
こ
れ
ま
で
環
境
・

生
態
学
の
分
野
で
活
用
さ
れ
、
野
鳥

観
察
や
生
物
多
様
性
調
査
な
ど
に
役

立
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
「
こ
と
ば
」

を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
で
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
大
学
が
開
発
し
た
Ｌリ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ

ｓス

ケ

ー

プ

ｃ
ａ
ｐ
ｅ
と
い
う
ア
プ
リ
を
利
用

し
、
街
中
の
看
板
や
標
識
、
ポ
ス

タ
ー
、
案
内
表
示
な
ど
の
言
語
景
観

を
記
録
し
ま
す
。
参
加
方
法
は
簡
単

で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
、

場
所
や
使
用
言
語
の
情
報
を
入
力
し

て
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
は
「
つ
の

さ
は
ふ
い
わ
み
」
で
す
。
石
見
を
詠

ん
だ
柿
本
人
麻
呂
の
和
歌
に
由
来
し
、

地
域
の
こ
と
ば
の
風
景
を
未
来
へ
つ

な
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
取
組
は
島
根
県
で
は

初
め
て
の
試
み
で
す
。
ま
ず
は
島
根

県
で
デ
ー
タ
収
集
を
進
め
、
将
来
的

に
は
全
国
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
集
め
た
デ
ー
タ
か

ら
、
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
言
語
や

多
言
語
化
の
状
況
、
方
言
の
使
用
実

態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ぜ
ひ
「
こ
と
ば
の
研
究
者
」
の
一

人
と
し
て
、
こ
の
調
査
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳細は
こちらから
見られます

島
根
県
立
大
学
で
は
、
国
際
関
係

や
地
域
政
策
な
ど
に
関
す
る
多
く
の

科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん
に
も
広
く

詳細は
こちらから
見られます

国
際
関
係
学
部
４
年
の
片
岡
千
晴

で
す
。
６
月
は
世
界
的
に
「
プ
ラ
イ

ド
月
間
」
と
し
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
理
解
促
進
と
多
様
性
の
尊

重
を
呼
び
か
け
る
月
で
す
。
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
今
年
初
め
て
の
プ

ラ
イ
ド
月
間
企
画
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
有
志
は
「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
に

虹
を
か
け
よ
う
！
（
通
称
は
ま
に

じ
）」
を
合
言
葉
に
、
多
様
性
へ
の

理
解
を
広
げ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
10
日
に
は
、
よ
さ
こ
い
橙

蘭
の
演
舞
を
皮
切
り
に
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
パ
レ
ー
ド
、
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
や
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
大

切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
互

い
の
個
性
を
尊
重
す
る
た
め
の
第
一

歩
と
な
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
様
性
へ
の
理
解
を
広

げ
る
機
会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

問
合
せ

学
務
課
キ
ャ
リ
ア
・
学
生

支
援
係

☎
㉔
２
３
９
６

開
放
し
て
お
り
、
仕
事
と
両
立
し
な

が
ら
必
要
な
科
目
を
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
学
生
と
と
も
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
７
日
㈮
〜
19
日
㈬

受
講
期
間

10
月
〜
令
和
９
年
３
月

海
遊
祭「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

10
月
11
日
㈰
、
12
日
㈷
に
海
遊
祭

で
開
催
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
出
店
を
希

望
す
る
場
合
は
、
左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳細は
こちらから
見られます

vol.274
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：https://www.u-shimane.ac.jp

か
き
を
楽
し
む
時

間
（
無
料
）



❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.356

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

「
さ
わ
っ
手
た
の
し
む

タ
ッ
チ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ⅱ
」

好
評
開
催
中

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

浅野耕平さんの作品
〈バブルリング〉

203gowさんの
巨大タコ

ブ
ー
タ
ン
に
画
材
を
送
ろ
う
！

昨年度、画材を
受け取った子どもたち

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

８月の休館日
　３日㈪・17日㈪・24日㈪・31日㈪

現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

森
と
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
体
験
型
の

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
海
の
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
巨
大
な

タ
コ
や
イ
カ
が
ユ
ラ
ユ
ラ
と
空
間
を

泳
い
で
い
る
か
の
よ
う
に
漂
っ
て
い

ま
す
。
タ
コ
は
８
本
の
長
い
足
を
前

後
左
右
に
広
げ
て
浮
い
て
い
ま
す
。

細
長
く
広
が
る
イ
カ
の
大
き
さ
は
な

ん
と
８
ｍ
！
２
０
３
ｇ
ｏ
ｗ
さ
ん
が

毛
糸
で
編
ん
だ
作
品
で
、
見
る
だ
け

で
な
く
、
実
際
に
毛
糸
を
使
っ
て
ク

ラ
ゲ
を
制
作
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
毛
糸

の
お
絵
描
き
を
楽
し
む
仕
掛
け
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
今
回
は
、「
ア
ク
ア
ス
（
島

根
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
）」
と
連
携

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
い
ま
す
。

浅
野
耕
平
さ
ん
の
作
品
は
、
シ
ロ
イ

ル
カ
の
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
で
、
丸
い
ス
テ
ー
ジ
を

踏
む
と
…
。
泡
が
浮
か
び
上
が
り
、

次
第
に
泡
が
重
な
り
合
っ
て
花
の
よ

う
に
広
が
っ
て
音
を
奏
で
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
体
験
型
の
不

思
議
で
楽
し
い
作
品
で
す
。

ア
ク
ア
ス
で
展
示
さ
れ
て
い
る
生

き
物
を
自
分
な
り
の
「
表
現
」
で
描

く
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
の
で
、
思
い
思

い
の
表
現
で
海
の
魚
た
ち
を
描
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

「
さ
わ
っ
手
た
の
し
む
タ
ッ
チ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ⅱ
〜
森
と
海
〜
」
で
、

ア
ー
ト
な
夏
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

会
期

９
月
27
日
㈰
ま
で

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

・
高
校
・
大
学
生　
　
４
０
０
円

・
小
・
中
学
生　
　
　
３
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※

１
階
・
創
作
室
で
午
後
３
時
30

分
ま
で
受
付
。

※

混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

《
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
》

◎
１
日
㈯
・
２
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

《
木
の
本
立
て
》

◎
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

《
び
っ
く
り
貯
金
箱
》

◎
11
日
㈷
〜
13
日
㈭

参
加
費

５
０
０
円

《
海
の
壁
か
け
》

◎
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

《
お
魚
ボ
ー
ド
》

◎
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

《
ブ
ル
ル
ン
コ
プ
タ
ー
》

◎
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

当
館
で
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
美
術
教

育
を
支
援
す
る
た
め
、
画
材
を
届
け

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

に
続
き
、
今
年
も
夏
と
冬
の
２
回
に

分
け
て
収
集
し
ま
す
。
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
画
材
の
提
供
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
集
め
て
い
る
画
材

◎
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
・
色
鉛
筆

き
れ
い
に
使
え
る
状
態
の
も
の
。

新
古
品
な
ど
大
歓
迎
で
す
。

◎
筆き

れ
い
に
洗
っ
た
も
の
。

※

パ
レ
ッ
ト
、
水
入
れ
、
絵
の
具

セ
ッ
ト
の
袋
は
集
め
ま
せ
ん
。

※

画
材
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
当

館
で
処
分
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
収
集
期
限

８
月
30
日
㈰
ま
で

■
収
集
場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館
・
市
教
育
委

員
会
文
化
振
興
課
（
金
城
・
旭
・
弥

栄・三
隅
分
室
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,405 16,715 18,258 34,973
金 城 1,796 1,762 1,870 3,632
旭 1,208 1,145 1,100 2,245

弥 栄 597 486 515 1,001
三 隅 2,636 2,426 2,546 4,972
合 計 24,642 22,534 24,289 46,823

（単位：人）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

人　口（令和８年６月末現在）
６
月
18
日
㈭
、
周
囲
と
景
観

と
石
垣
の
美
し
さ
か
ら
「
日
本

の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
た
旭

町
都
川
の
棚
田
は
、
田
植
え
か

ら
約
１
か
月
が
過
ぎ
、
初
夏
の

陽
光
を
浴
び
て
一
面
が
鮮
や
か

な
緑
に
染
ま
り
ま
し
た
。
風
に

揺
れ
る
苗
と
青
空
が
織
り
な
す

風
景
は
、
こ
の
季
節
な
ら
で
は

の
魅
力
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
長
年
守
り

育
て
て
き
た
棚
田
で
は
、
実
り

を
迎
え
る
秋
に
向
け
、
稲
が
順

調
に
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

広
報

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

８ (2026年
)
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